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(Vorstand: Prof. Dr. Seiji Tsuda).

Experimentelle Untersuchungen 

uber die pathologisch-histologischen Yeranderungen der Leber 

bei den akuten Bauchfellentzundungen.

III. Mitteilung:

 Fettsubstanzen der Leber.

Von

Dr. Yoshiaki Iwato. 

Eingegangen am 18. Oktober 1932.

Ich untersuchte histologisch die Fettarten der Leber bei den (durch schon erwahnte 

Methoden erzeugten) akuten experimentellen Bauchfellentzundungen des Hundes. Fur 

die histologischen Untersuchungen wahlte ich einfache Hamatoxylin-Eosinfarbung 

(Gefrier und Paraffin-schnitt), Sudan III Farbung, Ciaccio'sche Farbung und benutzte 
das Polarisationsmikroskop.

Meine Ergebnisse seien folgendermassen kurz zusammengefasst.

1) Beim normalen Iiunde findet man pulveriges oder tropfartiges Neutralfett und 

Lipoid (positive Substanzen nach Ciaccio'scher Farbung) nicht nur in den Parenchym

zellen, sondern in den Sternzellen, interstitiellen Bindegewebeszellen (besonders peri

vaskular oder peribilliar) und Gallengangsepithelien. Die anisotropen Substanzen sind
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nur in geringsten Mengen in den Parenchymzellen oder Sternzellen nachweisbar. Die 

Verteilung des Neutralfettes ist diffus, interstitiell oder periazinos im Leberlappchen. 

Die des Lipoids ist aber meist interstitiell oder periazinos. Die der anisotropen Sub

stanzen ist unregelmassig, and keine Regel wird gefunden.

2) Bei den Kontrolltieren, in denen nur die Probeleberstucke exzidiert wurden, 

zeigen sich 23-48 Stunden nach der Operation keine nennenswerten histologischen 

Veranderungen der Fettarten in der Leber.

3) Bei den akuten experimentellen Bauchfellentzundungen der Tiere nimmt das 

Neutralfett in den Leberzellen deutlich zu und zeigt sich als infiltrative oder degenera

tive Verfettung der Leber. Der Typus der Lokalisation der Verfettung im Leber

lappchen ist meist diffus oder periazinos, ausserdem findet man Fettablagerungen in 

den Blutkapillaren, an dem nekrotischen Herde und dem Miliarabszesse. Die Menge 

des Lipoids nimmt auch zu. Die Zunahme des Neutralfetts oder Lipoids ist besonders 

bei den chronisch verlaufenden Peritonitis-Fallen deutlich. Keine nennenswerte 

Veranderung an den anisotropen Substanzen ist nachweisbar.

4) Das Glykogen and das Fett der Leber bei den akuten experimentellen Bauch

fellentzundungen verhalten sich umgekehrt der Menge and der Verteilung nach. Der 

Glykogenschwund kommt zeitlich fresher als die Fettvermehrung. (Autoreferat)
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第1章　 緒 言

凡 ソ人 體 竝 ニ動 物體 内 各種 臟 器 ニ於 テ,急 性 竝 ニ 慢性 諸 疾患 ニ際 シ表 ハル 最 著 明 ニ シテ多 様

ナル組 織 學 的 變 化 ハ脂 肪 體 ニ關 スル所 見 ナ リ.サ レバ 從 來 各種 疾 患 ニ際 シ,コ ノ脂 肪 體 ニ關 ス

ル 檢索 ハ極 メテ重 要 ナル問 題 トセ ラ レ,肝 臟 ニ於 テ モ 諸種 疾 患 ニ於 ケ ル脂 肪 體 ノ消 長 ニ 就 キ研

究 セル者 極 メテ 多 数 ニ シテ,其 ノ業 績 ハ枚 擧 ニ遑 ナ シ トスル モ,之 等 ノ多 数 ハ何 レモ其 ノ材 料

ヲ屍 體 ヨ リ仰 ギ タル モノ ニ シテ,生 體 材料 ニ就 キ之 ヲ組 織 學 的 ニ檢 索 セル 者 極 メテ稀 ナ リ.

抑 々Overton57), Bang (1907)71), Thanhauser (1925)70)等 ニ ヨ リ分 離 命 名 セ ラ レタ ル脂 肪

體(廣 義 ノ「リボ イ ド」)ハ 人 體 各部 ニ廣 ク存 在 シ,肝 臟 細 胞,腸 上 皮 細 胞,膽 嚢,各 種 腺 細胞,

副腎 及 ビ腎臟 ノ大 部 ニ於 テ ハ,生 理 的 ニ常 ニ證明 セ ラル モ ノ ナ リ.然 シテ カ カ ル所 謂脂 肪 反 應

テ呈 ス ル脂肪 體 ハ,化 學 的 ニ ハ單 一物 質 ナ ラ ズ シテ,種 々 ノ物 質 ヨ リ成 立 ス.即 チGobley

 (1847)24)ガ 卵 黄 ヨ リ「レチ チ ン」ノ精 製 ニ成 功 セ シ以 來,多 数 學 者 競 ヒテ脂 肪 體 ニ關 スル 化 學 的

研 究 ヲ遂 ゲ,幾 多 ノ新 物 質 ガ分 離 セ ラル ル ニ到 リ,從 ツ テ其 ノ分 類 モ極 メテ煩 雜 ナ リ. Bang

 (1907-1909)7)ハ 脂肪 體 ヲ化學 的 ニ

1)「 フ オ ス フ ア チ ツ デ 」

2)「 チ エ レ ブ リ ン」

3)窒 素,燐 ヲ 含 有 セ ザ ル 脂 肪,「 ヒ ヨ レ ス テ リ ン 」

4) Organoplastische Stoffe.

5)構 造 不 明 ナ ル 「リボ イ ド」

ニ分類 セ リ.其 ノ後 多数 學 者 ノ研 究 ニ ヨ リ
,現 在 ニ於 テ ハ,化 學 的 ニ次 ノ如 ク分 類 セ ラル ル ニ

到 レリ.

1)中 性 脂 肪(燐,窒 素 ヲ含 有 セズ)

2)遊 離脂 肪 酸, K , ca結 合 體,「 ヒ ヨ レステ リン」

3)「 チエ レ ブロ シ ツ デ」(燐 ヲ缺 如 シ,窒 素 ヲ含 有 ス)

4)「 フオ ス フ ア チ ツデ」(燐,窒 素 テ含 有 ス)

Aschoff1)及 ビKawamura (1911) 37)ハ 之 ヲ組 織 學 的 ニ分 類 シ

1)中 性 脂肪=「 グ リセ リン.エ ステ ル」

2)「 ヒ ヨ レス テ リン.エ ス テル 」

3)其 ノ他 ノ狹 義 ノ「リボ イ ド」及 ビ其 ノ分解 物 質

4)壊 疽 自家 融 解 性 及 ビ死後 「ミエ リン」物 質

トナ セ リ.而 シテ之等 諸 種 脂肪 物 質個 々 ノ光 學 的竝 ニ組 織 化學 的 區 別 ハ
,川 村 氏(明. 44)36)ニ

據 ル ニ次 ノ如 シ.

1)「 グ リセ リ ン.エ ステ ル」 「ズ ダ ン」III赤 染
,「 ニ ー ル」青 赤 染,脂 肪 溶 解 劑 ニ容 易 ニ溶

解,單 屈 折 性.
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2)「 ヒ ヨ レス テ リ ン.エ ス テ ル」 「ズ ダ ン」III黄 染,脂 肪 溶 解劑 ニ溶解 スル事 少 ク,重

屈 折 性 ヲ有 ス ル事 特 異 ニ シ テ,加 温 ニ ヨ リ重 屈 折 性 ハ消 失 ス.

3)「 ヒヨ レス テ リン」,脂肪 酸 混 和 物　 Smith-Dietrich氏 法 陽 性,重 屈 折 性(「 ヒ ヨ レステ

リン」量 ニ關係 ス).

4)「 ヒ ヨ レステ リ ン」,「グ リセ リン.エ ス テ ル」混 和 物　 Ciaccio氏 法 陰性, Smith-Dietrich

氏 法 弱 陽性, Fischler氏 法陽 性,「 ニー ル 」青 帶 青 赤 染,「 ズ ダ ン」III帶 黄 赤 染,中 性 赤 陰 性,

單 屈 折.

5)「 チ エ レ ブロ シツ デ」,「ス フ イン ゴ ミエ リ ン」中性 赤 陽性　 「ニー ル」 青 青 染, Smith-

Dietrich氏 法 陽 性,重 屈 折性(輕 度 ノ加 温 ニ ヨル モ重 屈 折性 ヲ失 ハ ズ).

6)「 ケ フ ア リン」　 單屈 折 ニ シテ,前 者 ト區 別 ス.

7)「 ヒ ヨ レステ リ ン」,「 ケ フ ア リ ン」混 和物　 時 ニ重 屈 折性.

8)脂 肪 酸　 中 性赤 陽 性, Fischler氏 法 陽性,「 ズ ダ ン」III黄 染,「 ニー ル」青 深 青色 染 色,

 Ciaccio氏 法 陽性, Smith-Dietrich氏 法 鋭 敏 ナ ラズ,單 屈 折.

9)石 鹸　 脂 肪 酸 石灰 ハ「エ ー テ ル.ア ル コー ル」鹽 酸 混 和液 ニ ヨ リ溶 失 スル ヲ以 テ,之 ト

區 別 ス.

カ カ ル脂 肪 體 ハ腸 ヨ リ吸 収 セ ラ レ,又 ハ體 内 ニテ 含水 炭 素 ヨ リ合 成 セ ラ レテ 重 要 ナル 體 内新

陳 代謝 物 質 トナル.體 内 ニ於 テ ハ1)安 定 脂 肪 體, 2)不 安 定 脂 肪 體 ノ2種 ニ區 別 セ ラ レ,前

者 ハ細 胞構 造 ヲ作 リ,「 ヒ ヨ レス テ リ ン.エ ステ ル」ト同 様 飢 餓 ニ際 シ テモ 其 ノ影 響 テ受 クル 事

僅 少 ニ シテ,後 者 ハ 單 屈 折 性 ニ シテ肝 臟,脂 肪 組織 等 ニ 見 ラ レ,殆 ド中性 脂 肪 ヨ リナ リ,飢 餓

ニ ヨ リ減 少 シテ血 中 ニ運 搬 サル.特 ニ最 近 興 味 ヲ喚 起 セ ル ハ「ヒ ヨ レステ リ ン」新 陳 代 謝 ニ シテ,

中 性 脂 肪 ト同様 ニ腸 ヨ リ吸 收 セ ラ レ,人 體 血 中 ニハ 約0.1-0.2%含 有 セ ラ レ,又 副 腎 皮 質,肝

臟,網 状 織 内被 細 胞系 臟 器竝 ニ病 的 組 織 ニ存 在 ス.而 シテ肝 細 胞 ヨ リ膽 汁 中 ニ排 泄 セ ラ レ,大

部 ハ 再 ビ腸 ヨ リ吸 收 セ ラ レテ 「ヒ ヨ レス テ リン」循 環 ヲ起 ス.故 ニ肝 臟 ハ 「ヒ ヨ レス テ リ ン」新 陳

代 謝 ニ於 テ モ重 要 ナ ル役 目 ヲ演 ズ ル モ ノナ リ.

予 ハ第1, 2編 ニ於テ實驗的急性腹膜炎犬肝臟 ノ一般組織的所見竝 ニ「グ リコゲー ン」ノ消長

ニ就キ記述 シ,實 驗的急性腹膜炎 ニ於テハ著明ナル組織學的變化竝ニ「グリコグーン」ノ著明ナ

ル減少テ見タ リ.予 ハ急性腹膜炎ニ於 ケル肝臟 能テ檢スルニ當 リ,肝 臟脂肪體 ノ組織學的檢

索 ヲ行フモ亦極 メテ重大ナル意義テ有スルモノト信 ジタルガ故ニ,本 編 ニ於テハ上述 ノ目的ニ

從 ツテ急性腹膜炎ニ於ケル肝臟脂肪體 ノ態度 ニ就キ檢索 シ,其 ノ得タル成績ヲ一括報告セント

ス.抑 々急性 腹膜炎ニ於 ケル肝臟脂肪體 ノ組織 學的檢素ハBrachetto-Brian (1930)10)ノ 人屍

體材料 ニ於 テナセル報告アルモ,生 體材料 ニヨリ系統的ニ之ニ就キ研究 セルモノアルヲ知 ラズ.

而 シテ脂肪體ノ如 キ新陳代謝物質ハ各個體ニヨリ其 ノ含有量ヲ異ニシ,且 死後變 化ヲ受クル事

多キ物質ナルヲ以 テ,之 ガ檢索 ニ當 リテハ,必 ズヤ其ノ材料ヲ生體或ハ死直後 ニ得ル事,又 同
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一個體正常時肝臟脂肪體組識學的所見ヲ豫 メ認織スルノ必要 アリ.之 即 チ予 ノ急性腹膜炎ニ於

ケル肝臟 指肪體ノ組織學的檢索 ヲ行 フニ當 リ,豫 メ同一個體 正常時肝試驗小切除ヲナ シ,又 罹

患後材料ハ生體或ハ死直後未ダ體温ノ存スル内 ニ採取シ,之 ヲ直 チニ固定,組 織學的檢索 ノ用

ニ資 セル所以ナリ.

前述ノ如ク脂肪體ハ化學的ニモ,組織化學的ニモ多数 ノ物質ニ分類 セラル.而 シテ之等 ノ箇々

ノ物質ニ關 シ檢索 スルハ極 メテ煩雜ニシテ,且 脂肪體 ニ關 スル詳細 ナル本態的,組 織化學的研

究ハ予ノ本來 ノ目的ニ非ズ.本 編 ニ於テハ一般臨牀家ノ常ニ研究 ノ對象 トナ リ,且 脂肪體中重

要物質 トセラレタル中性脂肪,狹 義ノ「リボイド」及 ビ「ヒヨレステ リン」化合物 ニ就キ主 トシテ

檢索 セリ.

第2章　 實驗材料竝ニ實驗方法

第1編 ニ於 テ既述セル胃,膽 嚢,大 腸穿 孔,各 種

細菌「ブ イヨン」純梓培養液腹 腔内注入 ニ ヨリテ,實

驗的 ニ急性腹膜炎 ヲ惹起 セシメタル犬 ニ於 テ,正 常

時試驗的肝小切除竝ニ同一實驗動物罹患後可及的生

存中又 ハ死直後未 ダ體温 ノ存 スル内之 ガ肝臟 ノ小 切

除 ニヨリ材料 ヲ得 タリ.而シテ實驗方法 ノ詳細,箇 々

ノ實驗動物ニ於 ケル急性腹膜炎罹患後 ノ臨牀的經過

竝 ニ腹腔 内炎症所見 ニ就テハ既 ニ第1編 ニ於テ既述

セリ.實 驗的急性腹膜炎 ヲ惹起 セ シムル ニ際 シ用 ヒ

タル手術的操作例ヘバ「モルフイ ン」麻醉,開 腹,肝

小 切除等 ノ肝臟脂肪 體ニ及ボ ス影響 ニ就テハ別 ニ對

照試驗 ヲ行ヒ タリ.

肝臟 切除標本ハ可 及的小片(2mm2)ト ナ ン,未ダ

體温 ノ存 スル中 ニ「フオルマ リン」及 ビCiaccio氏 染

色 固定液中 ニ投入固定 セ リ.

中性脂 肪檢索 ノ目的 ニハ, Daddi u. Michaelisノ

用 ヒタル 「ズダ ン」III染色 ヲ施 行セ リ.即 チ

1)「 フ オ ル マ リン」固定

2)凍 結 切 片

3)脱 水, 50%酒 精 申5分

4)飽 和 「ズダ ン」III酒 精(70-85%)溶 液 中 ニテ

10-30分 染 色(稍 々 熱 シテ)

5)蒸 餾 水,水 洗

6)「 ヘ マ トキ シ リン」後 染 色

7)水 洗

8)「 グ リセ リ ン,ゲ ラ チ ン」封 鎖

「リボ イ ド」染 色 法 ト シテ ハSmith-Dietrich氏 法 ハ

「リボ イ ド」ノ外 ,鐵,「 ヘ モ グ ロ ビ ン」,膽 汁 色 素 等

モ陽 性 ナル ヲ以 テ,肝 臟 「リボ イ ド」染 色 ノ 目的 ニハ

不 適 當 ナ リ ト思 惟 シ, Ciaccio氏 染 色 法 ヲ採 レ リ.

即 チ

1) 5%重 「ク ロム」酸 加 里　 80 .0

「フ オ ル マ リ ン」　 20
.0

醋 酸　 5.0

48時 間 固定

2) 3%重 「ク ロ ム」酸 加 里 液5-8日

3) 24時 間 水 洗

4)「 ア ル コ ー ル」脱 水

5)「 キ シ ロ ー ル」,無 水 「アル コ ー ル」 等 分 液 内

1時 間

6)「 キ シ ロ ー ル」1時 間

7)「 キ シ ロ ー ル.バ ラ フイ ン」切 片

8)「 バ ラ フ イ ン」脱 却

9) 85%酒 精　 95.0

「ア セ ト ン」　 5 .0

「ズ ダ ン」III　 飽 和

30℃, 1/2-1時 間

10) 50-60%酒 精急速 脱色
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11)水 洗

12) Bohmer氏 「ヘ マ トキ シ リ ン」染 色 、 水 洗

13) Apathy氏 護 謨 舎 利 別 封 鎖

重 屈 折性 物 質 ニ就 キ テ ハ,室 温 ニテ 川 村 氏 ノ記 述

セ ル方 法 ニ基 キ,「 フ オ ル マ リン」固定,「 ヘ マ トキ ン

リン」染 色,「 グ リセ リ ン.ゲ ラ チ ン」封 鎖 標 本 ニ就 キ,

分 極 顯 微 鏡 ヲ使 用 シテ 之 ヲ檢 索 セ リ.

尚 ホ 別 ニ同 時 ニ採 取 シ タル 切片(凍 結)ニ 「ヘ マ ト

キ シ リ ン.エ オ ジ ン」 重染 色 ヲ施 行 シ,一 般 組 織 學

的 所 見 ニ 就 キ 檢 セ リ.

第3章　 實 驗 成 績

上 述 脂 肪 體 ノ組 織化 學 的 檢索 法 ニハ 種 々 ア リ.而 シテ必 シ モ 「ズ ダ ン」III染 色, Ciaccio氏

染 色,分 極 顯 微 鏡 ニ ヨ リテ,中 性 脂 肪,「 リボ イ ド」,「 ヒ ヨ レス テ リン」化 合 物 ヲ精 確 ニ區別 ス

ル 事 ハ 可 能 ナ ラザ ル モ,各 種 染 色 法 ヲ全 部 試 ミル ハ徒 ラ ニ煩 雜 ニ シテ徒 勞 ニ歸 ス ル事 多 ク,又

カ カル 急 性 腹 膜 炎 肝 臟 ニ表 ハル脂 肪 體 ノ嚴 密 ナル 組 織 化學 的 分類 ハ予 ノ本 來 ノ目的 タ ラザ ル ヲ

以 テ,本 實 驗 ニ於 テハ 便宜 上 「ズ ダ ン」III染 色 陽 性 物 質, Ciaccio氏 染 色陽 性物 質,重 屈 折 性

物 質 ヲ各 々中 性 脂 肪,「 リボ イ ド」,「 ヒヨ レ ステ リン」化合 物 ナ リ トシテ記 述 セ リ.

第1節　 胃 穿 孔

犬第1號　 〓 8kg

對照(健 康時試驗切除肝脂肪體)

中性脂肪　弱擴大 ニテハ認 メザルモ,強 擴大(油浸)ニ テ檢スルニ膽管,血 管内被細胞等ノ原

形質中ニ散在性ニ小脂肪球(核 小體大)ヲ 少量認 メ,又Glisson氏 鞘結締織中ニモ微量ヲ認 ム.

所々ノ肝細胞待ニ小葉周邊部肝細胞原形質ニモ極 メテ微量ノ小圓形脂肪體(核 小體大)ヲ散在性

ニ認 ム.

「リボ イド」 強擴大ニヨルモ,肝 細胞内ニハ殆 ド認 メズ.僅 ニ一部肝細胞,細 胞間毛細血管

壁 ノ星芒細胞原形質ニ極 メテ少量ノ核小體大顆粒ヲ認 ムルニ過 ギズ.

重屈折性物質　 ナ シ.

急性腹膜炎罹患後肝脂肪體(再 手術時肝切除標本)胃 穿孔後96時 間　快生.

中性脂肪　強擴大ニテ檢 スルニ膽管上皮,血 管内被細胞,特 ニ門脉 枝血管鞘結締織細胞中ニ

小脂肪球 ヲ證明スルモ高度ナラズ.肝 細胞原形質中,小 葉内普遍性ニ稍々多量 ノ核小體大一1/2

核大小脂肪球 ヲ散在性 ニ認ム.尚 ホ星芒細胞中ニモ認ムルモ肝細胞ニ於ケルガ如ク著明ナラズ.

「リボ イド」Glisson氏 鞘結締織細胞,膽 管周圍,血 管周圍,血 管内被細胞等ニ極 メテ少量,

核小體 大點牀顆粒ヲ認 ム.小 葉内所 々肝細胞 及ビ星芒細胞原形質中ニ同様ノ顆粒ヲ認 ムルモ,

對照ニ比 シ著變ナシ.

重屈折性物質 所々ノ肝細胞核内ニ十字線 ヲ表 ハス重屈折性物質ア リ.又 肝細胞,星 芒細胞

原形質中ニモ粉状重屈折性物質ヲ微量散在性 ニ認 ム.

同上再手術(胃 穿孔後56時 間)死.
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中性脂肪　小葉内脈 肝細胞原形質中ニ稍 々多量ノ小脂肪球 ヲ認 ムルモ,前 者ニ上ヒシ著變 ナ

シ.星 芒細胞,膽 管上皮,血 管周圍結締織中ニモ少量認ムルモ對照 ニ比 シ著變 ナシ.

「リボ イド」 其ノ量,配 置共ニ對照 ト著變 ナシ.

重屈折性物質　星芒細胞,肝 細胞原形質中極 メテ少量粉状重屈折性物質ヲ認 メタルモ,對 照

ニ比 シ著變ナシ.

犬第2號　 ♀ 10kg

對照(試 驗切除肝臟脂肪體)

中性脂肪　膽管上皮細胞,血 管内被細胞及 ビ細胞間毛細血管中ニ極 メテ少量ノ小球 ヲ認 ムル

モ,肝 細胞中ニハ殆 ドナシ.

「リボ イド」 小葉内瀰蔓性ニ肝細胞原形質及 ビGlisson氏 鞘内血管壁細胞中ニ極 メテ少量 ノ

粉状顆粒 トシテ見ラル.

重屈折性物質　肝細胞核ニ一致 シ重屈折性物質ヲ少量認 ム.

罹患後肝脂肪體　胃穿孔後32.5時 間,増 惡生.

中性脂肪　肝細胞原形質中ニ於テ,前 者 ヨリ著 シク増量 シ,且 其ノ滴球モ大 トナル.星 芒細

胞,血 管内被細胞原形質中ニモ前者ヨリ稍々多量 ノ脂肪球ヲ認ム.

「リボ イド」 小葉内特ニ周邊部肝細胞ニ於テ,少 量 ノ滴状顆粒 トシテ認 メ,前 者ニ比 シ著明

ニ増量,増 大ス.尚 ホ中心静脉周圍, Glisson氏 鞘結締織及 ビ血管内被細胞,膽 管上皮細胞中

ニモ少量存在ス.

重屈折性物質　肝細胞核ニ一致 シ重屈折性物質ヲ認ム.カ カル核 ハ多ク小葉周邊部 ノ多少變

性セル肝細胞核ニ認メラルル所 ナリ.

犬第3號　 〓 10kg

對照

中性脂肪　 Glisson氏 鞘内血管壁,膽 管上皮細胞原形質,毛 細血管中ニ中等量ノ脂肪球 ヲ認

ムルモ,肝 細胞中ニハ認 メズ.

「リボ イド」 肝細胞中ニハ殆 ド認 メズ.星 芒細胞,葉 間結締織細胞,膽 管上皮細胞原形質中

ニ少許ノ「リボ イド」顆粒ヲ認 ム.

重屈折性物質　極 メテ散在性 ニ粉状重屈折性物質ヲ核小體ニ一致 シ,又 ハ細胞間毛細血管 中

ニ證明ス.

罹患後肝脂肪體　胃穿孔後48時 間　惡生.

中性脂肪　特ニGlisson氏 鞘中ノ血管内被細胞原形質中ニ稍 々多量 ノ脂肪球ヲ認 ム.肝 細胞,

星芒細胞原形質中 ニモ少量ノ小脂肪球存 シ,一 般 ニ前者 ニ比 シ脂肪球 ハ増量,増 大ス.尚 ホ細

胞外特ニ小葉中心部毛細血管中ニ多量 ノ小脂肪球ヲ認 ム.

「リボ イド」 小葉中心部壊死竈附近ニハ著明ナル顆粒ヲ細胞原形質中ニ有 シ,又 膽管上皮,
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血管内被細胞厚 ビ葉間結締織 中ニモ小顆 粒存 在シ,一 般 ニ前者ニ比 シ増 量ス.

重屈折性物質　前者 ト著變 ナシ.

犬第4號　 〓 6kg

對照

中性脂肪　特ニ小葉周邊部肝細胞原形質中所 々滴状顆粒 トシテ極 メテ少量認 ムル ニ過ギズ.

尚ホ膽管上皮細胞,血 管周圍結締織 中ニモ少量 ノ顆粒ヲ有ス.

「リボイド」 一般ニ少量,肝 細胞中ニハ見ズ,間 質(Glisson氏 鞘血管周圍結締織中)ニ 極 メ

テ少量認ムルニ過 ギズ.

重屈折性物質　肝細胞核ニ一致シ極 メヲ細小,少 量ノ重屈折性物質 ヲ認 ム.

罹患後肝脂肪體　 胃穿孔後22時 間　死.

中性脂肪　肝細胞原形質中ニ小顆粒著 シク増量,尚 ホ星芒細胞竝ニ間質(血 管壁及 ビ其ノ周

圍,膽 管上皮)等 ニモ滴状核小體大脂肪球沈着著明.

「リボ イド」 肝細胞中ニハ認 メズ,間 質中ニ認ムルモ前者ニ比 シ著變ナ シ.

重屈折性物質　前者 ニ比 シ稍々多量 ノ微細顆粒状重屈折性物質ヲ認 ム.

犬第5號　 〓 10kg

對照

中性脂肪　肝細胞原形質中極メテ少量 ノ細小脂肪球 ヲ見,又 星芒細胞中ニモ中等量 ノ脂肪球

ヲ證明ス.尚 ホ間質,毛 細血管内ニモ之テ微量認 ム.

重屈折性物質　 ナ シ.

罹患後肝脂肪體　 胃穿孔後23時 間　死.

中性脂肪　肝細胞,血 管壁,間 質中ニハ對照 ニ比 シ稍 々多量 ノ脂肪球 ヲ認 メ,特 ニ小葉周邊

部肝細胞ニ於テ之 ガ沈着著明ナ リ.

「リボ イド」 特 ニ小葉周邊部肝細胞,血 管壁,膽 管 上皮細胞,間 質中ニ微細滴状顆粒ヲ認 メ,

對照ニ比 シ増量,増 大 ス.

重屈折性物質　 ナシ.

犬第6號　 〓 7kg

對照

中性脂肪　 膽管上皮,血 管壁,間 質中ニ少許 ノ脂肪球 ヲ認 ムルモ,肝 細胞中ニハナ シ.

「リボ イド」 極 メテ少量 ニシテ,僅 ニ肝細胞原形質中ニ認 ムルノミ.

重屈折性物質　 ナ シ.

罹患後肝脂肪體　 胃穿孔後125時 間　輕快,生.

中性脂肪　小葉内普遍性 ニ肝細胞原形質 中ニ小脂肪球 ヲ證明 シ,星 芒細胞 モ一部脂肪化ス.

特ニ小葉周邊部肝細胞ニ於テハ顆粒大ナ リ.
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「リボ イド」 中心静脉周圍肝細胞,星 芒細胞,間 質中ニ少量之ヲ認ム.

重屈折性物質　ナ シ.

第2節　 大 腸 穿 孔

犬第9號　 ♀ 5kg

對照

中性脂肪　肝細胞,血 管壁,葉 間結締織等ニ認 メザルモ,星 芒細胞中ニ少量 ノ.脂肪球ヲ認 ム.

「リボ イド」 僅 ニ星芒細胞中ニ少量認ムルニ過 ギズ.

重屈折性物質　 ナシ.

罹患後肝脂肪體　盲腸穿孔後17時 間　死.

中性脂肪 肝細胞中ニハ認 メズ.小 葉周邊部星芒細胞,血 管周圍結締織,膽 管上皮細胞原形

質中ニ極メテ微細顆粒ヲ認 ムルノミ.

「リボ イド」 極 ノテ散在性ニ特 ニ小葉周邊部肝細胞,星 芒細胞原形質中竝 ニ間質ニ細小顆粒

ヲ認ム.

重屈折性物質　所々肝細胞原形質中ニ極 メテ少量認ム.

犬第10號　 〓 10kg

對照

中性脂肪　所々ノ,特 ニ小葉周邊部肝細胞,星 芒細胞原形質中 ニ微細顆粒ヲ極 メテ少量認ム.

間質ニハナシ.

「リボイド」 肝細胞竝 ニ間質 ニ於 テ認 メズ.

重屈折性物質　 ナシ.

罹患後肝脂肪體　盲腸穿孔後56時 間　増惡,生.

中性脂肪　小葉全層特 ニ周邊部肝細胞 ニ於テ著明ナル脂肪沈着ヲ既 ニ弱擴大 ニヨリ證明 ス.

肝細胞ハ多ク脂肪化 シ,脂 肪變性ヲ表 ハス,沈 着脂肪顆粒ハ大ナル モノハ肝細胞 大
,中 ナルモ

ノハ核大,小 ナルモノハ粉状 ナリ.間 質中ニモ少量存 ス.

「リボ イド」 小葉内肝實質,間 質ニ認 メズ.

重屈折性物質　 ナシ.

犬第11號　 〓 8kg

對照

中性脂肪　散在性 ニ肝細胞原形質中ニ極 メテ少量 ノ微細脂肪球ヲ認ム.又 星芒細胞,間 質,

膽管上皮細胞,毛 細血管内白血球 ニモ之ヲ微量認ム.

「リボ イド」 肝細胞,星 芒細胞内ニハナシ.間 質中ニ極 メテ微 量認ムルニ過 ギズ.

重屈折性物質　 ナシ.
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罹患後肝脂肪體　盲腸穿孔後124時 間　輕快,生.

中性脂肪　小葉内肝細胞原形質,星 芒細胞中極 メテ多量ノ滴状脂肪球 ヲ認 ム.尚 ホ血管内被,

膽管上皮細胞中ニモ多量 ノ脂肪沈着ヲ認 メ,脂 肪變性 ノ所見 ヲ呈セリ.

「リボ イド」 膽管上皮,葉 間結締織及 ビ之ニ接スル肝細胞原形質中極 ノテ微 量認ムルニ過 ギ

ズ.

重屈折性物質　 ナシ.

犬第12號　 〓 10.4kg

對照

中性脂肪 肝　細胞原形質中ニハ極 メテ微量,血 管内被細胞,膽 管上皮細胞中ニハ稍々多量ノ

小脂肪球ヲ認 ム.

「リボ イド」 膽管 上皮,間 質中ニハ極メテ微量之 ヲ見ルモ,肝 細胞原形質中 ニハ殆 ド認 メズ.

重屈折性物質　 ナシ.

罹患後肝脂肪體　 盲腸穿 孔後22.5時 間　死.

中性脂肪　 小葉内全層特 ニ小葉周邊部肝 細胞原形質,星 芒細胞中及 ビ細胞外ニ大ハ肝細胞大

ヨリ,小 ハ粉状ニ到ル中等量ノ脂肪球 ヲ認 メ,肝 細胞ハ脂肪化スルモノァ リ.間 質 ニモ少量ア

リ.膽 管上皮細胞中ニハ認 メズ.

「リボ イド」 間質ニ少量 之ヲ認 ムルモ,肝 細胞中ニハ殆 ド認 メズ.

重屈折性物質　ナ シ.

犬第16號　 ♀ 13.5kg

對照

中性脂肪　 殆 ド認 メズ.

「リボイド」 肝細胞,星 芒細胞,膽 管上皮細胞 ニハ認 メザルモ,間 質ニ於テハ肝細胞核大ノ

滴状顆粒 ヲ認 ム.

重屈折性物質　 ナシ.

罹患後肝脂肪體　横行結腸穿孔後24時 間　死.

中性脂肪 肝細胞中 ニハ認 メザルモ,星 芒細胞,血 管壁,膽 管 .ヒ皮細胞中極 メラ微細,少 量

ノ脂肪滴ヲ認 ム.

「リボ イド」 肝細胞,膽 管上皮細胞中ニハ認 メズ,間 質,血 管内被細胞中ニ極 メテ少量之ヲ

見ル.

重屈折性物質　 ナシ.

第3節　 膽 嚢 穿 孔

犬 第13號　 〓 10kg
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對照

中性脂肪　小葉内全肝細胞,膽 管上皮細胞,間 質細胞等 ニ弱擴大ニ依 ルモ著明ナル脂肪沈着

ヲ認 ム.強 擴大ニテ檢 スルニ肝細胞原形質竝ニ細胞外 ニ於 テ,核 小體大ヨリ核大ニ到ル種々ノ

脂肪球ヲ認 メ,核 ハ之ニヨリ被ハル細胞 アリ.星 芒細胞ハ肝細胞ニ比 シ脂肪沈着少 シ.膽 管上

皮細胞 ニモ脂肪沈着著明ナ リ.

「リボ イド」 小葉内普遍性 ニ肝細胞原形質中ニ核小體大顆粒 ノ少量沈着 セルヲ認ム.星 芒細

胞中ニハ一般 ニ含有セズ,僅 ニ一部細胞 ニ之 ガ沈着ヲ見ルノミ.膽 管上皮,間 質細胞 ニハ核大

顆粒 トナリ沈着ス.

重屈折性物質　 ナシ.

罹患後肝脂肪體(再 手術肝切除)膽 嚢穿孔後192時 間　輕快,生.

中性脂肪　肝細胞,星 芒細胞,血 管内被細胞,間 質細胞中ニ肝細胞大 ヨリ粉状 ニ到ル脂肪球

沈着ヲ認 ム.膽 管上皮中ニハ比較的少シ.對 照ニ比 シ相對的 ニ増量 ス.

「リボ イド」 肝細胞ニ極 メテ微量認ムルニ過ギズ.星 芒細胞,膽 管上皮,間 質細胞中ニモ極

メテ少量認ム.一 般ニ前者ニ比 シ減少ス.

重屈折性物質　 ナシ.

同上　再手術後504時 間　快生.

中性脂肪　特 ニ周邊部肝細胞,血 管内被細胞,血 管周圍結締織細胞,星 芒 細胞等 ニ大 ナル脂

肪球沈着ヲ認ムルモ前者ニ比 シ著變ナシ.

「リボイド」 顆粒量,大,配 置ハ前者ニ比 シ著變 ナシ.

重屈折性物質　ナシ.

犬第14號　 〓 14kg

對照

中性脂肪　僅 ニ肝莢 膜部肝細胞 内,膽 管上皮細胞中ニ極 メテ少量 ノ脂肪球ヲ認 ムルニ過 ギ

ズ.

「リボイド」 肝細胞中 ニハ認 メザルモ,間 質竝ニ小葉周邊部星芒細胞中ニ核小體大以下 ノ小

顆粒ヲ認ム.

重屈折性物質　 ナシ.

罹患後肝脂肪體　膽嚢穿孔後21時 間　死.

中性脂肪　特ニ小葉周邊部肝細胞竝 ニ星芒細胞中核大以下 ノ少量脂肪球散在性 ニ存在 シ
,膽

管上皮細胞原形質ニ於テモ脂肪沈着著明.細 胞外ニ於テモ少量認 ム.

「リボ イド」 間質竝ニ之ニ近接 スル星芒細胞中ニハ本物質ヲ極 メテ少量認 ムルモ,肝 細胞中
ニハナシ.

重屈折性物質　肝細胞核内外ニ粉状重屈折性物質ヲ微量認 ム.
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犬第15號　 〓 9.5kg

對照

中性脂肪　 肝細胞,膽 管上皮ニ於テハ殆 ド脂肪 ヲ認 メザルモ,所々ノ星芒細胞中ニ之ヲ認ム.

「リボ イド」 肝細胞,星 芒細胞中ニハナシ(Fig. 5).膽 管上皮,間 質細胞ニ於テ極 メテ微量

ノ本物質ヲ認 ム.

重屈折性物質　 ナシ.

罹患後肝脂肪體　膽嚢穿孔後93時 間　死.

中性脂肪　 小葉内散在性 ニ肝細胞原形質中少量ノ小脂肪球ヲ認 ムル外,細 胞外,星 芒細胞,

膽管上皮,間 質等ニ極 メテ少量ノ小脂肪球ヲ認 メ,一 般 ニ前者ニ比 シ増量 ス.

「リボ イド」 小葉内普遍性ニ肝細胞中1/2核大滴状顆粒 ヲ稍々多量證明 シ(Fig. 6),尚 ホ間質

細胞中ニモ同様本物質 ヲ認ム.

重屈折性物質　 所々肝細胞外膜,星 芒細胞ニ一致 シテ重屈折性物質 ヲ認ム.

第4節　 葡萄状球菌「ブイヨン」純粹培養液腹腔内注入

犬第17號　 ♀ 13.5kg

對照

中性脂肪　 肝細胞,一 部ノ星芒細胞,膽 管上皮細胞原形質中ニ極 メテ僅少ナル微細脂肪體

ヲ認 メ,毛 細血管中,間 質細胞中ニモ少許之ヲ認 ム.

「リボ イド」 間質竝 ニ星芒細胞中ニ於テ少許認 ムルモ,肝 細胞中ニハ認 メズ.

重屈折性物質　ナ シ.

罹患後肝脂肪體　術後65時 間　死.

中性脂肪　肝細胞,膽 管上皮,毛 細血管,間 質中ニハ稍々多量 ノ脂肪球 ヲ認 ム.星 芒細胞ニ

モ脂肪沈着ヲ認 ム.

「リボ イド」 膽管上皮細胞,血 管内被細胞原形質中核周圍 ニ核小體大球状顆粒ヲ認 ムルモ,

肝細胞中ニハナ シ.

重屈折性物質　 星芒細胞及 ビ肝細胞原形質中ニ粉状重屈折性物質ヲ認 ム.

犬第18號　 〓 13.7kg

對照

中性脂肪　 間質膽管上皮細胞,血 管周圍,毛 細血管内ニ肝細胞核大ノ脂肪沈着ヲ認 ムルモ,

肝細胞中ニハナシ.

「リボ イド」 星芒細胞,膽 管上皮細胞,間 質細胞中ニ極 メテ少 量認 メラルルモ,肝 細胞中ニ

ハ認 メズ.

重屈折性物質　 ナ シ.
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罹患後肝脂肪體　術後110時 間　死.

中性脂肪　小葉内全層肝細胞原形質中ニ於テ,核 周圍ニ約1/2核大 ヨリ核小體大 ニ到 ル球形滴

状脂肪球 ヲ極 メテ多量證明 シ,其 ノ他星芒細胞,間 質細胞,膽 管上皮細胞中ニモ高度 ノ脂肪沈

着ヲ認メ,脂 肪變性像ヲ示 ス.

「リボ イド」 小葉内全層肝細胞原形質中核周圍 ニ約1/2核大 ヨリ核小體大ニ到ル球形滴状顆粒

ヲ中等量(1細 胞内6-7箇)證 明ス.尚 ホ星芒細胞,間 質細胞中ニモ證明 スルモ,肝 細胞 ニ於

クルガ如 ク高度ナラズ.

重屈折性物質　殆 ド認 メズ.

犬第35號　 ♀ 9.5kg

對照

中性脂肪　肝細胞,膽 管上皮細胞原形質中ニハ認メザルモ,少 数 ノ星芒細胞,間 質細胞中ニ

極 メテ少量 ノ小脂肪球ヲ認 ム.

「リボ イド」 星芒細胞,膽 管上皮細胞,間 質細胞中ニハ少量認ムルモ,肝 細胞中ニハ認 メズ.

重屈折性物質　星芒細胞及 ビ細胞間毛細血管壁ニ一致 シテ,所 々少量 ノ重屈折性物質ヲ認 ム.

罹患後肝脂肪體　術後48時 間　増悪,生.

中性脂肪　肝細胞中ニハ殆 ド脂肪球 ヲ認 メザルモ,毛 細血管壁,星 芒細胞,間 質細胞 ニ少量

ノ脂肪球ヲ認 メ,前 者ニ比 シ稍々増量ス.

「リボ イド」 一部ノ星芒細胞,間 質細胞中ニ認ムルモ,肝 細胞中ニハ認 メズ.

重屈折性物質　 ナシ.

第5節　 連鎖状球菌「ブイヨン」純梓培養液腹腔内注入

犬第19號　 〓 14kg

對照

中性脂肪　星芒細胞,膽 管上皮細胞.間 質細胞中ニ少量 ノ細小脂肪球ヲ認ムルモ肝細胞中ニ

ハナシ.

「リボ イド」 肝細胞,血 管内被細胞,少 数 ノ星芒細胞,間 質細胞,膽 管上皮細胞原形質中ニ

極 メテ少許 ノ小顆粒 ヲ認 ム.

重屈折性物質　 ナシ.

罹患後肝脂肪體　術後170時 間　輕快,生.

中性脂肪　既ニ弱擴大 ニ於テ肝細胞,膽 管上皮,間 質等 ニ著明ナル脂肪沈着ヲ認 メ,強 擴大
ニテ檢 スル ニ,小 葉内全肝細胞原形質,星 芒 細胞,間 質細胞中 ニ超核大 ノ極 メテ多量 ノ脂肪沈

着ヲ認 メ,膽 管上皮ニ於テモ著明ナ リ.脂 肪變性像 ヲ示 ス.

「リボ イド」 小葉内 全肝細胞原形質 中ニ核小體大 ヨリ核 大ニ到ル球状顆粒沈着 ヲ認 メ
,且 星
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芒細胞,間 質細胞中ニモ大ナル滴状顆粒ヲ認 ムルモ,肝 實質細胞 ニ比 シ僅少ナ リ.

重屈折性物質　 ナシ.

犬第20號　 ♀ 15kg

對照

中性脂肪　膽管上皮,間 質細胞中竝ニ之ニ接 スル小葉周邊部肝細胞中ニ極 メテ少量ナル細小

脂肪 球ヲ認ム.

「リボ イド」 肝細胞,星 芒細胞,血 管内被細胞,間 質細胞中極 メテ少許 ノ小顆粒ヲ認 ム.

重屈折性物質　 ナ シ.

罹患後肝脂肪體　術後20時 間　死.

中性脂肪　肝細胞原形質中ニ核大 ヨリ核小體大ニ到ル無数ハ脂肪沈着ヲ認 メ,星 芒細胞 モ脂

肪 化セルモノ多 シ.膽 管上皮細胞ニ於テハ核小體大,間 質 ニ於テハ無数 ノ細小脂肪球 テ認メ,

高度 ノ脂肪變 性ヲ表ハス.

「リボ イド」 小葉内全肝細胞特 ニ周邊部肝細胞原形質中ニ核大以下ノ圓形滴 状脂肪ヲ多数認

メ,小 葉中央部ニ於テバカカル顆粒 ハ小 トナリ,且 少数 トナル.星 芒細胞,間 質中 ニモ之ヲ含

有 スルモ,肝 細胞 ニ比 シ少量ナリ.

重屈折性物質　 ナ シ.

犬篇21號　 ♀ 18.3kg

對照

中性脂肪　弱擴大ニテハ認 メズ.強 擴大 ニ於テハ膽 管上皮,間 質竝 ニ之ニ接 スル小葉周邊部

肝 細胞原形質中ニ極 メテ少量ノ核小體大脂肪球 ヲ認 ム.尚 ホ星芒細胞,細 胞外毛細血管中ニモ

少 量 ノ細 小脂肪球ヲ認 ム.

「リボ イド」 小葉周邊部肝細胞,膽 管上皮,間 質細胞 中少量ノ球状顆粒ヲ證明 ス.

重屈折性物質　 ナ シ.

罹患後肝脂肪體　 術後103時 間　増惡,生.

中性脂肪　 既 ニ弱擴大 ニヨリ小葉 内 全肝 細胞 ハ脂 肪 球 ニ被ハ レ,定 型的脂 肪 變性 ヲ示ス

(Fig. 1).間 質 ニ於テハ脂肪沈着僅少 ニシテ,爲 ニ各小葉境界判然タリ.強 擴大ニテ檢スルニ,

小葉内全肝細胞 ハ多数ノ(1細 胞10簡 以上)超 核大脂肪球 ニ被ハ レ,核 ヲモ被覆ス(Fig. 2).

星芒細胞,膽 管上皮細胞 モ脂肪沈着著明,間 質 ニ於テモ對照 ニ比 シ脂肪沈着著明ナル モ,肝 細

胞 ニ比較 シテ僅少 ナリ.

「リボ イド」 特 ニ小葉周邊部肝細胞原形質中核小體大顆粒沈着著明ニシテ,肝 細胞核中ニモ

微細顆粒 ヲ認 ム.星 芒細胞,膽 管上皮細胞,間 質 細胞(血 管周圍結締織ヲ含ム)中 ニモ極 メテ

微量 ノ球状顆粒 アリ.尚 ホ全肝細胞中ニハ 多量 ハ超核大空胞 ヲ多数 見ルモ,之 ハ「ズグン」III

染 色ニ依 ルニ中性脂肪 ナリ.
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重屈折性物質　 ナシ.

第6節　 上 大腸菌「ブイヨ ン」純粹培養液腹腔内注入

犬第22號　 ♀ 9.5kg

對照

中性脂肪　膽管上皮,血 管内被細胞,間 質中ニ微量 ノ脂肪球 ヲ認 ムルモ,肝細胞中ニハ認 メズ.

「リボ イド」 中心静脉周圍,間 質中ニ核大顆粒テ散在性 ニ認 ムルモ,肝 細胞中ニハナシ.

重屈折性物質　極 メテ散在性 ニ肝細胞原形質中微量ニ之テ認ムルモ,星 芒細胞 ニハナ シ.

罹患後肝脂肪體　術後19時 間　死.

中性脂肪　小葉内普遍性 ニ肝細胞原形質中小脂肪球ヲ多数認 ム.尚 ホ間質 ノミナラズ,血 管

内ニモ遊離脂肪球テ見ル.對 照ニ比 シ稍々増量 セリ.

「リボ イド」 間質,膽 管上皮等ニ少量證 スルモ肝細胞中ニハ認 メズ.對 照 ニ比 シ變著ナ シ.

重屈折性物質　 ナシ.

犬第23號　 〓 10kg

對照

中性脂肪　極 メテ散在性 ニ所々星芒細胞,膽 管上皮,間 質細胞 中ニ微細脂肪球 ヲ認 ムルモ,

肝細胞中ニハナシ.

「リボ イド」 肝細胞,星 芒細胞,血 管内被細胞等 ニハ認 メザルモ,間 質結締織 中少量 ハ細 小

顆粒 テ認ム.

重屈折性物質　 ナシ.

罹患後肝脂肪體　術後14時 間　死.

中性脂肪　特ニ小葉周邊部肝細胞中核大脂肪球テ少量認 ム.對 照ニ比 シ稍々増 量ス.尚 ホ星

芒細胞,間 質竝ニ膽管上皮細胞中ニモ少量之ヲ含有ス.

「リボイド」 間質,膽 管上皮細胞中核大顆粒ヲ認 メ,對 照 ニ比 シ稍 々増量 セルモ,肝 細胞中

ニハ認メズ.

重屈折性物質　 ナシ.

犬第24號　 〓 9.8kg

對照

中性脂肪　肝細胞,星 芒細胞,膽 管 上上皮細胞,血 管内被細胞,間 質 ニ於テ微量脂肪球 アリ.

「リボ イド」 間質,膽 管 上皮細胞 ニハ證明スルモ,肝 細胞中ニハ認 メズ.

重屈折性物質　肝細胞原形質中極 メテ微量認 ム.

罹患後肝脂肪體　術後241時 間　輕快,生.

中性脂肪　小葉周邊部肝細胞原形質中微量ノ小脂肪球(1/2核 大)ヲ 認 メ,又 所々星芒細胞 ノ
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脂 肪化 ヲ認ム.尚 ホ所 々ノ粟粒膿瘍,血 管内被細胞,間 質中ニモ脂肪沈着ヲ見ルモ,對 照ニ比

シ増量セズ.

「リボ イド」 所々ノ粟粒膿瘍ニ於テ之 ガ沈着ヲ證明 スルモ,肝 細胞中ニハ認 メズ.

重屈折性物質　所々肝細胞核,又 ハ肝細胞原形質中ニ粉状重屈折性物質 ヲ認 ム.

犬第25號　 ♀　13kg

對照

中性脂肪　弱擴大ニテ膽 管上皮細胞 ノ脂肪沈着ヲ認 ム.強 擴大ニヨルニ,小 葉周邊部肝細胞,

星芒細胞,膽 管上皮,間 質等ニ1/2核大ヨリ粉状 ニ到ル脂肪球 ヲ認ム.

「リボ イド」 間質 ニ於テ散在性 ニ之ヲ認ムルモ,肝 細胞,星 芒細胞 ニハ認 メズ.

重屈折性物質　 ナ シ.

罹患後肝脂肪體　術 後72時 間　輕快,生.

中性脂肪　弱擴大ニヨリ膽管上皮ニ少量 ノ脂肪沈着ヲ認 ム.強 擴大 ニテ檢 スルニ,小 葉普遍

性 ニ肝細胞,星 芒細胞原形質中ニ粉状脂肪球ヲ認 メ,又 粟 粒膿瘍ニモ脂肪沈着 アリ.尚 ホ膽管

上皮,間 質 ニモ少量之 ヲ認 メ,一 般 ニ對照 ニ比 シ増量 ス.

「リボ イ ド」 間 質 ニ少量 認 ムル モ,肝 細 胞 中 ニハ ナ シ.對 照 ニ比 シ著 變 ナ シ.

重 屈 折 性物 質　 ナ シ.

第7節　 諸種細菌「ブイヨン」純粹培養混合液腹腔内注入

犬 第26號　 〓　 16kg

對 照

中性脂肪　弱擴 大ニテ間質 ニ少量 ノ中性脂肪 ヲ認ム.強 擴大ニテ檢 スルニ,血 管内被細胞,

膽 管 上皮細胞原形質中少量ノ脂肪球沈着 ヲ認ムルモ,肝 細胞 ニハナシ.

「リボ イド」 肝細胞,星 芒細胞中ニハ認 メザルモ,間 質,血 管内被細胞,膽 管上被細胞中ニ

微量之ヲ認 ム.

重屈折性物質　 ナシ.

罹患後肝脂肪體　術後168時 間　輕快,生.

中 性脂肪　 弱擴大 ニヨリ膽管上皮中ニ脂肪 ヲ認 ム.強 擴大ニヨルニ小葉内全肝細胞原形質中

散在性 ニ核大 ヨリ核小體大 ニ到ル少量(1細 胞中5-6箇)ノ 脂肪球ヲ證明 シ,又 間質,膽 管上

皮,血 管内被細胞 中ニモ存在 ス.

「リボイド」 肝細胞中ニハ認 メザルモ,問 質中 ニ少量證明 ス.對 照 ニ比 シ著變 ナシ.

重屈折性物質　 ナシ.

同上再手術後49時 間　増悪,生.

中 性脂肪　 小葉内全肝細胞中前者ニ比 シ脂肪量 増量 シ,顆 粒 モ大 ナ リ.星 芒細胞 モ脂肪化シ
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尚ホ毛細血管中ニモ遊離脂肪球 ヲ認ム.間 質ニ於テモ前者ニ比 シ増量ス.

「リボ イド」 小葉中心部及 ビ周邊部肝細胞原形質中核大「リボ イド」球ヲ認 ム.尚 ホ星芒細胞,

間質,粟 粒膿瘍中ニモ之 ヲ認 ム.

重屈 折 性 物質　 ナ シ.

犬 第27號　 ♀　13kg

對 照

中性脂肪　弱擴大ニヨリテハ僅 ニ間質中 ニ脂肪球ヲ認ムルニ過 ギズ.強 擴大ニ於テハ,星 芒

細胞,血 管内被細胞,膽 管上皮細胞,間 質 ニ小脂肪球 ヲ微量 見ルモ,肝 細胞中 ニハナ シ.

「リボ イド」 肝細胞,星 芒細胞 ニハ認 メザルモ,膽 管上皮細胞,間 質中ニ少量認ム.

重屈折性物質　ナシ.

罹患後肝脂肪體　術後15時 間　死.

中性脂肪　肝細胞原形質中ニ中等度 ノ核小體大脂肪球沈着ヲ認 ム.

「リボ イ ド」 間 質,星 芒 細 胞 中 ニハ 前 者 ニ比 シ増 量 シ,又 肝 細 胞 中 ニ モ少 量 之 ヲ認 ム.尚 ホ

肝 小葉 内 所 々 ノ壞死 竈 ニモ之 ガ沈 着 ヲ認 ム.

重 屈 折 性 物質　 ナ シ.

犬 第28號　 〓　10.5kg

對 照

中性脂肪　弱擴大ニ於テ膽管上皮ノ脂肪沈着ヲ認 ム.強 擴大 ニ於テハ肝細胞中ニ中等量ノ核

小體大脂肪球ヲ認ムルノミナラズ.星 芒細胞,血 管内被細胞,間 質,膽 管上皮細胞等 ニモ脂肪

沈着ヲ認ム.

「リボ イ ド」 特 ニ 小葉 周 邊 部 肝 細 胞 中 ニ點 状 ヨ リ核 小 體 大 ニ到 ル球 状 「リボ イ ド」ヲ證 明 ス.

間 質 ニ於 テハ稍 々大 ナ ル顆 粒 トシテ證 明 セ ラル.

重屈折性物質　肝細胞原形質中ニ粉状重屈折性物質 ヲ極 メテ微量證明 ス.

罹患後肝脂肪體　術後51時 間　死.

中性脂肪　弱擴大ニヨリ間質,膽 管上皮細胞中 ニ脂肪沈着ヲ認 ム.強 擴大ニヨルニ,肝 細胞

中極メテ多量 ノ核小體大球状脂肪 ヲ認 メ,尚 ホ星芒細胞,間 質等ニモ脂肪沈着ヲ認 ム.カ カル

所見 ハ特ニ鬱血ノ強キ部ニ於テ著明 ニシテ,全 體 トシテ脂肪變性像ヲ表 ハス.

「リボ イド」 小葉周邊部肝細胞,間 質中對照ニ比 シ「リボイ ド」ハ増 量ス.尚 ホ肝細胞原形質

中 ニハ中性脂肪沈着ニ基ク空胞形成ヲ示 ス.

重屈折性物質　肝細胞原形質中ニ粉状重屈折性 物質 ヲ少量認 メ,又 毛細 血管壁星芒細胞 ニ一

致 シテ重屈折性物質 ヲ認メ,前 者 ニ比 シ増量ス.

犬 第29號　 〓　 8.5kg

對 照
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中性脂肪　 小葉内瀰蔓性 ニ肝細胞原形質中ニ少量ノ核小體大脂肪球 ヲ認 ム.尚 ホ星芒細胞,

膽管上皮細胞竝 ニ毛細血管内 ニモ少量 ノ小脂肪球ヲ認ム.

「リボ イド」 肝細胞中ニハ證明 セザルモ,星 芒細胞,間 質細胞中少量之ヲ認ム.

重屈折性物質　 ナシ.

罹患後肝脂肪體　術後15時 間　死.

中性脂肪　 小葉内普遍性 ニ肝細胞原形質中極 メテ多量 ノ細小脂肪球 ヲ認 ム.尚 ホ星芒細胞,

毛細血管中ニモ脂肪球 ヲ認 メ,脂 肪變性像 ヲ呈セリ.

「リボイド」 小葉内普遍性 ニ空胞周圍ニ核小體 大顆粒 ヲ認ム.星 芒細胞 ニ於テハ僅少ナリ.

重屈折性物質　 所々星芒細胞 ニ一致 シテ細小重屈折性物質 ヲ認ム.

第8節　 對照試驗(開 腹,肝 小切除)

犬 第30號　 〓　8kg

對 照

中性脂肪　小葉内普遍性 ニ肝細胞原形質中ニ於 テ少量 ノ核小體大脂肪球 ヲ認 ム.肝 細胞核中

ニハナ シ.星 芒細胞,膽 管上皮細胞及 ビ間質中ニモ存在ス.

「リボ イ ド」 肝 細 胞,星 芒細 胞 中 ニハ認 メザ ル モ,間 質 中 ニ微 量 之 ヲ含 有 ス.

重屈折性物質　肝細胞核 ニ一致 シテ少量認 ム.

術後48時 間肝脂肪體　輕快,生.

中性脂肪　 特ニ小葉中心部肝細胞原形質中1/2核 大ヨリ核 小體 大ニ到 ル中等量 ノ脂肪球 ヲ認

ム.星 芒細胞,膽 管上皮,血 管内被細胞中ニモ存ス.一 般 ニ對照 ニ比 シ極 メテ輕微 ナル増量ヲ

示 セルモ,著 變ハ認 メズ.

「リボ イ ド」 對 照 ニ比 シ著 變 ナシ.

重屈折性物質　星芒細胞核ニ一致 シテ之 ヲ認 ム.

犬 第31號　 〓　 12.5kg

對 照

中性脂肪　肝細胞中ニハ存 セザルモ,星 芒細胞,膽 管上皮細胞,間 質中ニ少許認 ム.

「リボ イ ド」 肝 細 胞,星 芒 細 胞,中 心 靜脉,血 管 壁,間 質 中 ニ極 メ テ少 量 認 ム.

重屈折性物質　 所々星芒細胞ニ一致 シ僅少重屈折性物質 ヲ認 ム.

術後24時 間肝脂肪體　 輕快,生.

中性脂肪　 小葉内全肝細胞原形質,星 芒細胞,血 管内被細胞,膽 管上皮,間 質中核小體大以

下 ノ脂肪球 ヲ少 量認ム.對 照ニ比 シテ稍 々増量 ス.

「リボ イ ド」 星 芒 細 胞,血 管 壁,間 質 中 ニ少 量 認 ム ル モ,肝 細 胞 中 ニ ハ認 メ ズ.對 照 ニ比 シ

却 ツテ 減 少 ス.
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重屈折性物質　星芒細胞ニ一致シ粉 状重屈折性物質 ヲ認ム.對 照 ニ比 シ著變 ナシ.

犬 第32號　 ♀　9kg

對 照

中性脂肪　弱擴大ニテ既ニ膽管上皮,間 質中ニ脂肪沈着ヲ認ム.強 擴大ニテ檢 スルニ小葉内

瀰蔓性 ニ肝細胞原形質中核大ヨリ核小體大ニ到ル少量ノ脂肪球沈着ヲ認 ム(Fig. 3).尚 ホ所 々

ノ星芒細胞,血 管内被細胞,膽 管上皮細胞,間 質中ニモ脂肪沈着ヲ認 ム.

「リボ イ ド」 肝 細 胞,星 芒 細 胞 中 ニ ハ認 メザル モ,間 質 中 ニ極 メ テ微 量之 ヲ認 ム.

重屈折性物質　 ナシ.

術後48時 間肝脂肪體　輕快,生.

中性 脂 肪　 對 照 ニ比 シ著變 ナ シ(Fig. 4).

「リボ イ ド」 對 照 ニ比 シ著 變 ナシ.

重屈折性物質　ナ シ.

犬 第33號　 〓　16.5kg

對 照

中性脂肪　肝細胞原形質中少量 ノ核小體大脂肪球ヲ認 メ,又 星芒細胞,血 管内被細胞,間 質

ニ於テモ少量ノ脂肪球 ヲ認ム.

「リボ イ ド」 星 芒 細 胞,間 質 中 ニ少 量認 ムル モ,肝 細 胞 中 ニ ハ ナ シ.

重屈折性物質　星芒細胞ニ一致シテ之 ヲ認ム.

術後48時 間肝脂肪體　輕快,生.

中性脂肪　對照ニ比 シ著變ナシ.肝 細胞核中ニモ認 ム.

「リボ イ ド」 對 照 ニ比 シ著 變 ナ シ.

重屈折性物質　星芒細胞 ニ一致シ之ヲ見ルモ,前 者ニ比 シ著變ナシ.

犬 第34號　 ♀　12kg

對照

中性脂肪　肝細胞中少量 ノ核小體大脂肪球 ヲ認 ムル外,膽 管上皮,血 管内被細胞,間 質,所 々

ノ星芒細胞ニ於テモ之 ヲ見ル.

「リボ イド」 所々ノ星芒細胞,膽 管上皮細胞,間 質等ニ少量之ヲ認 ムルモ,肝 細 胞中ニハナ

シ.

重屈折性物質　 ナシ.

術後23時 間肝脂肪體　輕快,生.

中 性脂 肪　 對 照 ニ比 シ著 變 ナ シ.

「リボ イ ド」 對 照 ニ比 シ著 變 ナ シ.

重 屈 折 性物 質　 ナ シ.
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上述 實 驗 成 績 ヲ一 目瞭 然 タ ラ シムル 爲 次 ニ 表示 セ リ.而 シテ 中 性 脂 肪,「 リボ イ ド」ノ量 ハ主

トシ テ肝細 胞 内 ニ於 ケ ル夫 レヲ表 ハ セ リ.
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± 極 メテ少 量, +少 量, ++中 等 量, +++極 メテ 多 量 .

中性 脂肪,類 肪肪 量 ハ主 トシテ肝 細 胞 内 ニ於 ケ ル 夫 レ ヲ表 ハ ス.

術 後 増 減 ニ於 ケル+, +±, ++, ++±等 ハ術 前 及 ビ術 後 ニ於 ケル 量 ノ差 ヲ示 ス.

第4章　 正常犬肝臟脂肪體

第1節　 中 性 脂 肪

中性 脂 肪 ハ各脂 肪 體 中,最 早 ク ヨ リ研 究 セ ラ レ タ

ル モ ノ ニ シテ, v. Recklinghausen , Fibiger(1901)18),

 Herxheimer(1902)32). Ribbert(1904)60), Kraus(1904)

44), Dietrich(1905-1909)16,17)等 ニ ヨ リ,之 ガ生 理 的

竝 ニ病理 的 發 現 及 ビ其 ノ成生 ニ 就 キ論 ゼ ラ レタ リ.

本 物質 ハ 初 メDaddi u. Michaelisノ 用 ヒ タル 「ズ ダ

ン」III染 色 竝 ニFettponceau-Farbungニ 陽 性 ニ シ

テ又「ニー ル」青 染 色 ニ ヨ リ赤 染 シ,且 單 屈 折 性 物 質

ナ リ.予 ハ中 性 脂 肪 ノ檢 索 ノ目的 ニ,「 ズ ダ ン」III

染 色 ヲ施 セ リ.

從 來諸家 ニ依 リテ,屍 體 ヨ リ得 タル肝臟 組織學的

檢索 ニ於テハ,肝 細胞原形質 中 ニハ常 ニ中性脂肪 ヲ

證 明セ リト言 フ.而 シテ菅野(昭3)64)ハ 生體材料 ニ

於 テハ少數例 ナルモ中性脂 肪 ヲ認 メザ ル事 アル ヲ唱

へ,同 一個人及 ビ生 前 ノ死後 ヲ比 較ス ルニ
,屍 體 ニ

於 ケル肝臟 中性脂 肪ハ常 ニ生體 ニ於 ケル夫 レヨ リ多

量ナル事 ヲ認 メタ リ.又 肝 臟脂肪 體ガ食 餌採取 ト重

大ナル關係 ヲ有ス ル事 ハ, Virchow以 來多 數學者 ノ

認 メタル所 ニシテ,是 レ即チ予 ガ肝脂 肪體檢索 ニ當

リ,可 及的生體又 ハ死直後 採取 セル材料 ニヨ リ
,又

生體 材料 ニヨ リタル時ハ可 及的 空腹時 ヲ選 ビ材料 ヲ

採取 セル所 以ナ リ.

肝 小 葉 内 ニ於 ケル 中性 脂 肪 ノ分 布 状 態 ニ關 シテ ハ

Helly(1911)30)ハ1)動 脉 周 圍, 2)門 脉 周 圍
, 3)

小葉 中 心 部, 4)小 葉 内 瀰蔓 性, 5)島 嶼 状 ニ分 チ,

布 瀬(昭2)21,22)ハ1)小 葉 周 邊 部, 2)中 心 靜 脉 及
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ビ肝 靜脉, 3)以 上混 合 型, 4)小 葉 内 瀰 蔓 性 及 ビ 不

定 型, 5) Kupffer氏 星 芒 細 胞 脂 肪化 ニ分 チ,又 菅 野

(昭3)64)ハ1)小 葉 中心 部, 2)周 邊 部, 3)瀰 蔓 性,

 4)不 定 型 ニ分 チ,瀰 蔓 性 型 最 多 ク,次 ニ 中心 型 ナ

リ トナ セ リ.

而 シテ予 ノ實驗 ヲ見 ルニ,葉 間結締織,血 管周圍,

血 管内被細胞,膽 管上皮,星 芒 細胞等 ノ脂肪化 ハ殆

ド全 例 ニ於テ認 ムル ヲ以テ,前 述Helly,布 瀬,菅 野

等 ノ分 類 ノ如 ク判然 タル所見ハ必 シモ認 メズ,各 種

共混合 セル ヲ以テ,上 述 ノ何 レヲ主 トナ シ,何 レヲ

從 トナスべキ カバ容易 ニ決定 シ得 ラレザル憾 ア リト

ス.予 ハ肝 小葉内分布 ヲ分類 シ,次 ノ如 クナ セ リ.

即 チ小葉 實質中特 ニ著明 ナル脂 肪沈着 ノ状態 ニヨ リ

1)中 心性, 2)周 邊性, 3)瀰 蔓 性, 4)不 定型 トナ

シ,實 質 中ニハ著明ナル脂 肪 ヲ認 メザ ルモ, Glisson

氏鞘結締 織,膽 管上皮 細胞,血 管 内被細 胞又ハ血管

周圍結 締織細 胞等 ニ著明ナ ル脂肪 沈着 ヲ認 ムル例 ヲ

5)間 質性分布 ナ リトナ シ.上 述5種 分布 ニ分類 セ

リ.カ カル分 類ハ勿論 判然 タルモ ノニ非 ズ.中 心性

又 ハ周邊性分布 ナ リト雖 モ,多 數例 ニ於テ ハ小 葉内

竝 ニ間質中 ニ少 量 ノ脂肪 沈着ハ認 ムルモ ノニシテ,

唯 中心部又 ハ周邊部肝細胞 内ニ特 ニ著明 ナル脂 肪沈

着 ヲ認 ム ルノ謂 ニシテ,間 質性 分布 ハ肝實質中 ニ於

テ ハ脂肪 沈着 ヲ認 メズ,單 ニ間質 ニ於テ ノ ミ之 ヲ認

ムル例 ヲ稱 ヘタルモ ノナ リ.而 シテ表 ニ於ケル脂 肪

量,類 脂 肪量 ハ主 トシテ肝 細胞内 ニ於 ケル夫 レニ就

テ記述 セルモ ノナ リ.

予 ノ正常犬 正常 時肝臟 内中性脂 肪分布 ハ全 實驗例

33例 中全 ク脂 肪體 ヲ認 メザ リシモ ノ1例,瀰 蔓性分

布12例,間 質性分布11例,周 邊性 分布6例,星 芒

細胞 ノ ミニ認 メラル ルモ ノ2例,莢 膜 部 ノ ミニ認メ

ラ レタル モ ノ1例 ニシテ瀰蔓性分布 最多 ク(36.4%),

間質性分布(33.3%),周 邊性 分布(18.2%)之 ニ次 ゲ

リ.

肝 細胞 中ニ於 ケル中性脂肪 ノ分布竝 ニ形態 ハ多種

多様 ニシテ,全 實 驗例33例 中小葉 内肝細胞内 ニ之 ヲ

證 明 スル18例(54.5%)ニ 於 テ,中 性脂肪ハ主 トシ

テ細 胞核外原形質 中 ニ微細 ナル粉状顆粒 ヨリ核小體

大 ニ至 ル種々大 ノ滴状球形物質 トシテ含有 セラル.

勿論 コノ肝細胞脂肪 含有量 ハ各個 體 ニヨ リ異 リ,之

ヲ全 ク認 メザ ル例(第16例)ア リ.而 シテ前述 ノ如

ク大多數例 ニ於 テハ肝細胞 ノミナ ラズ,膽 管上皮細

胞,血 管壁. Glisson氏 鞘 結締織特 ニ膽 管周圍,血 管

周 圍 ニ認 メラルル所 見 ナ リ.星 芒細胞 脂肪化ハ全33

例 中21例(63.6%)ニ 於 テ之 ヲ證 明 シ,肝實 質細胞中

ニハ脂 肪沈着ハ認 メザ ルモ星 芒細胞 ノ脂肪 化セル例

ヲ第9, 15, 19, 23, 27, 31, 35例 等 ニ於テ見 タリ.

又 肝 細胞 外 毛 細 管 内遊 離 脂 肪 球 ハ第2, 3, 11, 13,

 17, 18, 21例 ニ於 テ發 見 シ,之 等 ハ主 ト シテ白 血球

ニ沈 着 セ ルモ ノ ニ シテ,脂 肪運 搬 説 ヲ肯 定 スル所 見

ヲ呈 セ リ.

第2節　 「リ ボ イ ド」

Ciaccio氏 染 色 陽 性 物 質 ハ脂 肪 酸,石 鹸,「 ケ フ ア

リ ン」及 ビ其 ノ混 合 物 ニ シ テKasarinoff(1910)41)ハ

既 ニ該 染 色 ニ陽 性 ニ シテ,而 モ重 屈 折 性 ヲ有 セザ ル

「リボ イ ド」ノ肝 臟 ニ存 スル 事 ヲ指 摘 セ リ,予 ハ茲 ニ

「リボ イ ド」 ト稱 ヘ タル モ ノハCiaccio氏 染 色 ニ陽 性

ニ シテ,且 單 屈 折 性 ナ ル モ ノヲ總 括 セ リ.

全 實 驗 例33例 中 本 物質 ヲ全 ク認 メザ ル モ ノ1例,

瀰蔓性分布8例(24.2%),間 質性分布21例(63.6%),

周邊性分布2例(6.1%),星 芒 細胞 ノミニ認 メラ レタ

ル モノ1例 ニ シテ,間 質性分布最多 ク,瀰 蔓性分布

之 ニ次 ゲ リ.肝 細胞,星 芒 細胞内 ニ於 ケル形態ハ原

形質 中ニ於 テ顆 粒状 乃至 滴状(核 小體大)物 質 トシテ

通常1細 胞 中數箇 ヲ認 ム.而 シテ中性脂肪 ニ比 シ其

ノ量遙 ニ僅少 ナルモ ノナ リ.星 芒細 胞 ニ於テ本物質
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ヲ認 メ タ ル例 ハ 全 例33例 中15例(45.5%)ナ リキ. 

Schilling(1909)66), Helly(1911)30), Fischer(1912)19), 

Asch6), v. Platen(1873)58), Lubarsoh(1906)50),

 Havas(1898)28), Sysak(1924)65), Kawamura(1911-

1928)36-40)等 ノ檢 索 ニ ヨル ニ,中 性脂 肪 及 ビ類 脂 肪

ハ 正常 時 竝 ニ病 的 状 態 ニ於 テ星 芒 細 胞 中 著 明 ニ認 メ

ラル ト言 フ.然 レ ドモ 菅野(昭3)64)ハ 膽 石 症 人 生 體

肝臟 ニ於 テ,著 明 ナル類脂肪 反應 ヲ呈 セ シ星 芒細胞

ヲ見ザ リシト言 フモ,予 ハ實驗 ニ於テハ前 述 ノ如 ク

中性脂肪 ハ63.6%,「 リボ イ ド」ハ45.5%ノ 割 ニ之

ヲ發見 シ,星 芒 細胞ハ肝 臟 中性脂肪 竝 ニ「リボイ ド」

ノ新陳代謝 ニ關與 スル事 ハ否 ム べカラザ ル事 ヲ知 レ

リ.

尚 ホ細胞外遊離「リボ イ ド」ハ認 メザ リキ.

第3節　 「ヒ ヨ レ ス テ リ ン」

「ヒ ヨ レス テ リン」ハ化 學 的 ニWindaus73), Lieber

mann-Borchard, Grigant, Funk, Autenrieth, Gettler-

Bake等 ニ ヨ リ研究 セ ラ レ,又形 態 學 的 ニ ハKaiserling

 u. Orgler(1902)42), Aschoff(1906-1910)23), Adami

(1907)5), Kawamura36-40)等 ニ ヨ リ研 究 セ ラ レ,本

物 質 ハ 光學 的 ニ重 屈折 性 ナ ル 事 ガ分 明 セ リ.而 シテ

Aschoff(1906)2), Lohlein(1904)46), Klotz(1905-

1906)43), White, Kawamura(1912)38)等 ニ據 レバ,

本 物質 ハ 乾 燥又 ハ「フ オル マ リ ン」固 定 ニ ヨ リテ容 易

ニ結 晶 シ,之 ヲ加 温 セ バ再 ビ滴 状 重 屈 折 性 トナ リ,

更 ニ之 ヲ熱 セ バ,重 屈折 性 ヲ失 フ モ,冷 却 ニ ヨ リ再

ビ重 屈 折性 ヲ囘 復 ス ト言 フ.又Aschoff2), Adami5) ,

 Kawamura36-40), Chalatow14,15)等 ニ據 レバ,本 物 質

ノ多 量 ニ存 スル際 ハ定 型 的 十字 状 黒線 交 叉 ヲ見 ル モ

微 量 ナル 際 ハ之 ヲ見 ズ ト言 フ.本 物 質 ハWindaus73)

ニ ヨ レバ,膽 汁酸 ト密 接 ナ ル 化 學 的 關 係 ヲ有 スル モ

ノニ シテ,血 中 ノ遊 離 又 ハ 結 合 「ヒ ヨ レス テ リ ン」ハ

副 腎 皮質 細 胞,肝 臟 其 ノ他網 状 織 内 被 細 胞 ニ吸 收 セ

ラ レ,且 肝 臟 細 胞 ヨ リ膽 汁 中 ニ排 泄 セ ラル べ キ物 質

ナ リ. Nakanoin54), Kawamura39)ニ據 レバ本 物 質 ハ

屍 體 肝 臟 ニ於 テ ハKupffer氏 星 芒 細 胞 ニ於 テ 散 在 性

ニ認 メ ラ レ,肝 細 胞 中 ニ ハ認 メザ ル モ, Hyperchole

sterinamieノ 際 ニハ 極 メテ 多 量之 ヲ認 ム ト言 フ.

予 ノ實驗 ニ於 ケル正常犬 正常 時肝臟 ニ於 ケル重 屈

折性物質(即 チ主 トシテ「ヒ ヨレ ステ リン」ハ全 例33

例 中僅 ニ10例(30.3%)ニ 於 テ 極 メテ微 量認 メラル

ルニ過 ギザ リキ.之 ガ小葉 内分布ハ極 メテ不整 ニ シ

テ.肝 細胞 核沈着4例,肝 細胞 原形質沈着3例,星

芒細胞 ニ沈着 セル モ ノ4例 ナ リキ.而 シテ カカル例

ハ何 レモ極 メテ細 小,粉 状,且 散在 性微量 ニシテ,

又 何 レモ定 型的十字型 又叉 ヲ認 メズ.カ カル物質ハ

果 シテ全 部「ヒヨ レステ リン」及 ビ其 ノ化合物 ナ ルヤ

否ヤハ斷定 シ得ザ ルモ,主 トシテ「ヒヨレステ リン」

ヨ リナル事 ハ疑 ヲ容 レズ.本 所見 ヨ リ考察 スル エ,

正常 時犬肝臟 ニ於テ,「 ヒ ヨレステ リン」ハ星芒細 胞

中ニ認 メラルル ノミナラズ,肝 細胞原形質,肝 細 胞

核(特 ニ核小體)中 ニ 之 ヲ證明 スルヲ以 テ,「ヒヨ レ

ステ リン」新陳代謝 ハ肝臟 ニ於テハ 從來 唱 ヘラ レタ

ルガ如 キ星芒 細胞 ノミナ ラズ,肝 細胞 モ之 ニ關與 ス

ルモ ノナラ ン事 ガ推定 セ ラル.

第5章　 麻醉,開 腹,肝 小切除ノ如キ手術的操作ノ

肝脂肪體ニ及ボス影響

脂 肪 體 ハ「グ リコ ゲー ン」ト同様 肝 臟 ノ重 要 ナ ル新 陳 代 謝 物 質 ナ リ.而 シテ既 述 セル 如 ク
,肝

臟 ニ於 ケル脂 肪 體 ハ 生體 竝 ニ死體 ニ ヨ リテ,小 葉 内 及 ビ細 胞 内 分布 及 ビ含 有量 ヲ異 ニス ル 事 ハ

諸 家 ノ定説 ニ シテ,又 各 個體 ニ ヨ リ正 常 時 ニ於 テ其 ノ含 有 量 及 ビ分 布 ヲ異 ニ スル 事 モ
,中 瀬,
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菊地(大14)55)竝 ニ予 ノ實驗 ニヨリテ明カナ リ.故 ニ脂肪出現 ニ關 スル動物實驗ニ於テハ材料

ヲ生體 又ハ死亡直後ニ得ル事竝ニ同一動物ノ被檢臟器ニ於 ケル生理的状態 ヲ充分知悉 シ,實 驗

ノ結果タル脂肪所見 ト常態ノソレトヲ混同 セザル事ガ必要ナ リ.即 チ予ハ此目的ニ對 シ常ニ生

體又ハ死直後 ノ材料 ヲ用 ヒ,又 同一個體 正常時肝臟小切除 ヲナシテ病的状態ニ於ケル肝臟 ノソ

レト比較研究 シタ リ.而 シテカカル肝小切除及 ビ急性腹膜炎 ヲ惹 起スルニ要 スル手術的操作即

チ麻醉,開 腹等 ガ肝臟脂肪體ニ如何ナル影響 ヲ與 フルカニ就キ檢索セ リ.

「モル フ イ ン」麻 醉,開 腹,肝 小切 除 ヲ ナ セ ル犬 ニ於 テ ハ,術 後23-48時 間 ニ於 ケ ル 肝脂 肪 體

ト,同 一個 體 ノ試 驗切 除 肝 組 織 ヲ比 較 スル ニ,肝 細 胞 内 中性 脂 肪 ハ5例 中 第30, 31例 ノ2例

ニ於 テ極 メテ僅 ノ増 加 ヲ示 セル ニ過 ギズ.而 シテ其 ノ小 葉 内 分 布 ニ於 テ ハ,第30例 ハ稍 々小

葉 中心 部肝 細 胞 ニ,又 第31例 ニ於 テ ハ小 葉 内 瀰 蔓 性 ニ肝細 胞原 形 質 中 ニ少 量 ノ脂 肪 球 ヲ認 メタ

リ.他 ノ3例 ニ 於 テハ 量 竝 ニ分 布共 ニ著 變 ヲ認 メザ リキ.

「リボ イド」ハ正常時試驗切除肝臟 ニ比 シ著變 ヲ認 メズ.僅 ニ第31例 ニ於テ輕微 ナル減少ヲ

示 セ リ.

重屈折性物質ハ全例ヲ通 ジテ著變 ヲ認 メザ リキ.

要 スル ニ中 性 脂 肪,「 リボ イ ド」,「 ヒヨ レス テ リ ン」ヲ通 ジテ,術 前 ニ比 シ著 變 ハ認 メザ ル モ

ノ ト言 フ ヲ得 ベ シ.

上述所見ヨリ考察 スル ニ,犬 ノ如 キ強大ナル實驗動物ニ於テハ,「 モルフ イン」麻醉,開 腹,

肝小切除等 ノ手術的操作ハ感染,手 術時間遷延等ノ不注意,拙 劣ナキ限 リ,「グ リコグーン」ト

同様肝臟脂肪體 ニ著明ナル影響ヲ與ヘズ.換 言セバカカル手術的操作ハ肝臟脂肪體 新陳 代謝ニ

重大ナル影響 ヲ及ボサザル事ヲ知 レリ.

第6章　 急性腹膜炎犬肝臟脂肪體

Virchowガ 脂 肪 沈着 ヲ脂 肪 浸 潤 及 ビ脂 肪 變 性 ノ2

種 ニ分 類 シテ 後, Wyss(1865)72), Frerichs(1883)20),

 Orgler(1898)56), Rosenfeld(1903)69), Herxheimer

(1902)32), Kraus(1904)44), Ribbert(1904)60), Lohlein

(1905)46), Dietrich(1909)17)等 多 數 學 者 ニ ヨ リ之 ガ

區別 ニ就 キ論 説 セ ラ レ,脂 肪 浸 潤 トハ 強 度 ナ ル障 碍

ヲ有 セ ザ ル細 胞 ニ於 ケ ル脂 肪 沈 着 ヲ言 ヒ.脂 肪 變 性

トハ 強 度 ナ ル障 碍 ヲ有 ス ル細 胞 ニ於 ケル 脂 肪 沈 着 ヲ

稱 ス ル ニ至 レ リ. Virchowハ 脂 肪 變 性 ハ 蛋 白 質 ノ脂

肪 體 ニ變 化 セ ル モ ノナ ル 事 ヲ唱 へ. Kraus(1904)44)

ハ 脂 肪 變 性 ナ ル語 ノ代 リニFettmetamorphose又 ハ

Fettum wandlungナ ル語 ガ妥當 ナ リトセ リ. Ribbert

(1904)60)ハ 脂肪 浸潤 ハ脂肪 輸入過 剩 ニ基 キ,又 脂肪

變 性ハ細胞機 能障碍 ニ基 ク脂肪 燃焼不完全 ヨ リ起 リ

タル脂肪 沈着ナ リトシテ,脂 肪球 ノ極 メテ小ナ ルハ

退行變 性 ヲ示 スモ ノトナ シ,前 者 ヲ生理的脂肪浸潤,

後 者ヲ病的脂肪 浸潤 ト命名 シ, Herxheimerモ カカ

ル命名 ニ賛 セ リ.之 ヲ要 スルニ實際 ニ於 テハ脂肪浸

潤 及 ビ脂肪變性 ノ區別 ハ困難 ニ シテ,屡 々同意 義ニ

用ヒ ラル.而 シテ一般 ニ前 者ハ貯藏脂肪 増加 ニシテ,

酸化 作用障碍(肺 結核,慢 性精酒中毒等)ニ 基因 ン,

肝臟 ニ於 テハ小葉周 邊部,壞 死 竈附近 ニ出現 シ,後
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者 ハ貧 血,全 身 榮 養 障 碍,全 身循 環障 碍,急 性 熱 性

病,燐,「 ク ロロ フオ ルム」,酒 精 中毒 等 ニ ヨ リ發 生

シテ,肝 臟 ニ於 テハ 主 トシテ 小葉 中 心性 ニ 發現 スル

モ ノナ リ.

中 性 脂 肪　 予 ノ行 ヘ ル實 驗 ニ於 テ,急 性 腹膜 炎 犬

肝 臟 ニ於 ケル脂 肪 體 所 見 ト,同 一 個 體 正 常 時 切除 肝

臟 ニ於 ケ ル脂 肪 體所 見 トヲ比 較 考 察 スル ニ,全 實 驗

例31例 中25例(80.6%)ニ 於 テ ハ肝 細胞 内 中性 脂 肪

ハ増 量 セ リ.而 シテ 之 等 ハ中 第10, 11, 13(1.2), 18,

 19, 20, 21, 28, 29例 ノ10例 ニ於 テ ハ 肝 細 胞 内脂 肪

沈 着高 度 ニ シテ,全 肝 小 葉 ニ於 テ 「ズ ダ ン」III染 色

ニ ヨ リ赤染 シ,定 型 的脂 肪 變 性 ヲ表 ハ セ リ.

術 後 時 間 ト ノ關 係 ニ就 テ ハ,術 後24時 間 未 満10

例 中9例(90.0%)ハ 増 量 シ,其 ノ中 増量 著 シキ モ ノ

5例(50.0%)ア リ, 24時 間-48時 間4例 中増 量 セ

ル モ ノ2例, 100時 間 以 内7例 中 増 量 セ ル モ ノ6例

(85.7%), 100時 間 以 上 ニ シテ 比較 的 慢 性 經 過 ヲ取 リ

タル モ ノ10例 中 増量 セ ルモ ノ8例(80.0%),増 量特

ニ著 ンキ モ ノ4例(40.0%)ナ リ.而 モ 前述 高度 ナ ル

脂肪 沈 着 ヲ起 セ ル例 ハ2例 ヲ除 キ,他 ハ何 レ モ術 後

50時 間以 上 ヲ經 過 ン,比 較 的慢 性經 過 ヲ トレル モ ノ

ニ於 テ著 明 ナ リ.

之 ヲ要 スル ニ急 性 腹 膜 炎肝 臟 ニ於 テハ 中性 脂 肪 ハ

全 例 ノ80.6%増 量 ンBrachetto-Brian10)ノ83.9%ニ

於 テ脂 肪 變 性 ヲ見 タル成 績 ニ近 似 セ リ.而 モカ カ ル

脂 肪 沈着 ハ 比 較 的慢 性 經 過 ヲ ト リ タル例 ニ於 テ 高 度

ナ リ.

小葉 内分布 ハ瀰蔓性21例,周 邊性7例,間 質性3

例 ニシテ,瀰 蔓 性分布最 モ多 ク,周 邊性分布之 ニ次

ゲ リ.尚 ホ肝細胞外 ニ於 ケル中性脂肪 ハ,正 常時 ニ

於 ケル ト同様膽管 上皮細胞,血 管周 圍細胞, Glisson

氏鞘結締織中 ニ常 ニ含 有セラ レ,星 芒細胞 ニ於テ ハ

31例 中25例 之 ガ沈着ヲ認 メタリ.尚 ホ肝細胞 外毛

細血管内(第14, 15, 29例),血 管 内(第22例),限

局性膿瘍(第24, 25例)ニ 於 テモ中性脂肪 沈着 ヲ認

メ タ リ.

カ カ ル脂 肪 沈 着 ハ生理 的 脂 肪 浸潤 ニ屬 スル カ 又 ハ

脂 肪 變 性 ニ屬 ス ル カ トノ問題 ハ解 決 困 難 ナ ル モ,既

ニ記 述 セ ル如 ク,「 ヘ マ トキ シ リ ン.エ オ ジ ン」染 色

ニ ヨ リテ ハ カ カ ル大 部 ノ肝 細 胞 ハ變 性 所 見 著 シ ク,

肝 細 胞 機 能 障 碍 ノ存 ス ル事 明 カ ナ レバ カ カ ル脂 肪 沈

着 ハ 主 ト シテ 脂 肪 變 性 ニ ヨ ルモ ノニ シテ,脂 肪 浸潤

モ亦 之 ニ關 與 ス ル モ ノ ナ ラ ン.

「リボ イ ド」 全 例31例 中 増 量 セ ル モ ノ16例

(51.6%),減 量 セ ル モ ノ1例(3.2%),術 前 所 見 ト變

化 ナ キ モ ノ14例(45.2%)ナ リ.即 チ類 脂 肪 體 ハ一

般 ニ増 量 ス ル モ,其 ノ増 量 ハ 中 性 脂 肪 増 量 ニ比 シ一

般 ニ輕 微 ナ リ.

尚 ホ「リボ イ ド」ハ中 性 脂 肪 ト同 様 ニ肝 細 胞 外 ニ於

テ ハ 間質 即 チGlisson氏 鞘 結 締 織,血 管,膽 管 周 圍,

中 心 靜 脉周 圍 ニ認 メ ラ ル ル ノ ミナ ラ ズ,星 芒 細 胞 ニ

於 テ ハ31例 中14例(45.2%)之 ヲ發 見 シ,尚 ホ小 數

例 ニ於 テ ハ 肝 細 胞 外毛 細 血 管(第3例),膿 瘍(第24

例),壞 死 竈(第27例)ニ 沈 着 セ ル ヲ認 メ タ リ.而 シ

テ コ ノ「リボ イ ド」増 量 ハ中 性 脂 肪 増 量 ト ノ間 ニ明 確

ナ ル 因 果關 係ハ 證 明 シ得 ラ レザ リシ モ,一 般 ニ コ ノ

兩 者 ハ 平 行 シ テ増 量 セ ル モ ノ ノ如 シ.

「ヒ ヨ レステ リン」 重 屈 折 性 物 質 即 チ主 トシテ

「ヒ ヨ レステ リン」ハ正常 時試驗 切除 肝 ニ比 シ著 變 ヲ

認 メズ.其 ノ増減 不定 且其 ノ沈着部 位 モ正常 試驗 肝

切除 標本 ニ比 シ著變 ハ認 メザ リキ.川 村(明44)36)

ハ「ヒヨ レステ リンエステル」脂肪變 性 ハ慢性炎症 性

機能 障碍 ノ特徴 ニ シテ,急 性炎症 ニ於テハ 出現セ ズ

ト言 ヘ リ.サ レ バ 予 ノ行 ヘ ル實 驗 的 急 性 腹 膜 炎 肝 臟

ニ於 テ,「 ヒ ヨ レステ リ ン」量 ニ 著 變 ヲ認 メザ リシ ハ

ヨ ク コ ノ説 ト一 致 セ ル成 績 ナ リ ト言 フ ヲ得 べ シ.

上 述 ノ如 ク急性腹膜 炎犬肝臟 ニ於 テハ,中 性脂肪,

「リポ イ ド」ハ著 明ナル増 量ヲ示 ス.而 シテ對照試 驗

ニヨ リテ明 カナル如 クカカル變 化ニハ實驗的急性 腹

膜炎 ヲ惹起 スルニ要 シタル手術的操 作,又 ハ肝 切除
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ノ如 キ手 術 的 操 作 ハ 重 大 ナ ル意 義 ヲ有 セ ザ ル モ ノニ

シテ,カ カ ル變 化ハ 主 トシテ 急 性 腹 膜 炎 夫 レ自 體 ニ

基 ク モ ノナ リ.カ カ ル脂 肪 體 増 加 ノ原 因 ハ何 レニ求

ム ベキ カ. Kawamura及 ビAschoff1)ニ ヨ レバ脂 肪

成 生 ヲ

I)外 的脂肪 成生(Steatosis)

A.正 常脂肪 輸入

B.病 的脂肪 輸入及 ビ消費 ノ量的 不均 衡 ニ基 ク

細胞内脂肪貯蓄

1)細 胞外原因

a.脂 肪 肥 大(Steatosis saginativa)

b.脂 肪 運 搬(S. transportativa)

c.局 所 脂 肪 吸 收(S. resorptiva)

d.全 新 陳 代 謝 ニ 原 因 ヲ 有 ス ル 脂 肪 沈 着

(S. dyskrasica)

e.酸 化 障 碍 ニ ヨ ル脂 肪 沈 着(S. retentiva)

2)細 胞 内 原 因

a.特 殊 的 機 能 亢 進 ニ基 ク脂 肪 貯 蓄

(Progressive Fettinfiltration)

b.細 胞 機 能 低 下 ニ基 ク脂 肪 沈 着

(Degenerative Fettinfiltration)

II)内 的 脂 肪 成 生

a)死 亡 セ ル細 胞 ノMyelinosisニ ヨ リ出 現 ス ル

脂 肪(Fettige Dekomposition)

b)蛋 白 質,含 水 炭 素 ヨ リ ノ脂 肪 成 生(Fettige

 Metamorphose)

ニ分 類 セ リ.予 ノ實 驗例 ニ於 テ ハ.死 後 變 化 ニ基 ク

Myelinosisハ 全 然 除 外 シ得 ベ ク,又 蛋 白 質,含 水 炭

素 ヨ リ ノ脂 肪 變 形 モ重 大 ナ ル意 義 ヲ有 セ ザ ル事 ハ想

像 シ得.即 チ予 ノ實 驗 的 急 性腹 膜 炎 肝 臟 ニ於 ケ ル肝

細 胞 脂 肪 體 増 加 ノ原 因 ハ主 トシテSteatosisニ 求 ム

べ ク,就 中 重 要 ナ ル役 割 ヲナ スハ 肝 細胞 變 性 ニ基 ク

機 能 障 碍 ニ 因 ルDegenerative Fettinfiltrationニ シ

テ,尚 ホ 加 フ ル ニ變 性 前 期 ニ認 メ ラ ル ル細 胞 機能 亢

進 ニ基 クProgressive Fettinfiltrationガ 加 ハ リ,更

ニ細 胞 外 原 因 タ ル酸 化 障 碍 等 ノ諸 要 約 ニ ヨ リ發 生 セ

シモ ノナ ラ ン.

星 芒 細 胞 ガ 正 常 時 ニ於 テ 中 性脂 肪,「 リボ イ ド」ヲ

含 有 セ ル事 ハ多 數 學 者竝 ニ予 ノ實 驗 ニ ヨ リテ明 カ ナ

リ.又 予 ハ 急 性 腹 膜 炎 肝 臟 星芒 細 胞 ニ於 テ モ カ カ ル

脂 肪 體 沈 着 ヲ認 メ タ リ.コ ノ星芒 細 胞 ノ生 理 的 及 ビ

病 的脂 肪 沈着 ハ恐 ラ ク肝 細 胞 ニ於 ケ ル脂 肪 沈着 トハ

其 ノ性 質 ヲ異 ニ ス ル モ ノ シテ, Wolff(1924)71)ノ 唱

ヘ シ如 キ 網 状 織 内被 細 胞 機 能 タ ル 脂 肪 貪喰 ニ ヨ ル

Infiltrativ-pbagocytare Verfettungガ 主 因 ナ ラ ン.

尚 ホ膽 管 上 皮 細 胞 脂 肪 沈 着 ハ,予 ノ常 ニ正 常 時竝

急 性 腹 膜 炎 肝 臟 ニ認 メ タル 所 見 ニ シテ,之 ガ原 因 ハ

詳 ナ ラザ ル モ, Virchowニ 據 レバ 脂 肪 ハ肝 臟 ヨ リ排

泄 セ ラ レテ 膽 嚢 ヨ リ吸 收 セ ラ レ,血 行 中 ニ入 ル ト言

ヒ, Glassner u. Singer(1809)23), Aschoff(1910)3),

 Wolff(1924)71)等 モ之 ヲ認 メ タル ヲ以 テ,恐 ラ ク コ

ノ循 環 途 中 ニ 於 テ 此 處 ニ沈 着 セ ル モ ノナ ラ ン ト思 惟

ス.

第7章　 肝臟 ニ於 ケル 「グ リコゲ ーン」 ト脂肪體 トノ關係

Rosenfeld(1903)62)ハ 犬 ノ「フ ロ リヂ ン」糖尿 病 ニ就 キ研 究 シ,「グ」ト脂 肪 體 ハ動 物體 内 ニ於

テ拮 抗 的 分 布 ヲ ナ ス 事 ヲ認 メ,肝 脂 肪 體 増加 ノ原 因 ヲ肝 「グ」減 少 ニ歸 セ シ メ, Gierke(1905)25)

ハ「グ」出 現 ト共 ニ脂 肪 ハ 平 行的 分 布 ヲ ナ シ
,カ カ ル部 ニ於 テ ハ酸 素 不足 ナル 際 ハ「グ 」分解 ニ ヨ

リ脂 肪 ヲ形 成 シ,酸 素,血 液 供 給 充 分 ナ ル際 ハ「グ 」形 成 ヲ起 ス ト唱 ヘ タ リ.尚 ホ コ ノ「グ」ト脂

肪 體 トノ關 係 ニ就 キ研 究 セル者 ニSaikowsky(1865)67), Lubarsch(1906)50), Bottazzis), Wolff

(1924)71), Sysak(1924)65), Arndt4), Le Count-Singer(1926)13), Reiss, Max u. Schwoch,
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Gunther(1926)59), Clauberg(1926)12),内 藤(昭3)53),久 保(大14)35),布 瀬(昭2)21,22),日

野(大15)26),菅 野(昭3)64),須 賀 井(昭5)74),谷 口,引 間(昭5)68)等 ア リ.而 シテ コ ノ兩 者

ノ量 的竝 ニ位 置的相 反 關係(相 對 的 移動 關 係)ヲ 肯定 セル モ ノ ア リ,否定 セ ル モ ノ ア リテ 今 尚 ホ

決 定 セザル處 ナ リ.而 シテ肝 臟 ニ於 ケル 「グ 」ト脂 肪 トノ量 的 拮 抗 ヲ信 ゼ ザ ル 者 ノ實 驗 ハ 多 ク ハ

正常時 又 ハ病 的肝 臟 ノ何 レカ一 方 ノ ミヲ檢 シ,同 一材 料 ニ就 キ コ ノ兩 者 ノ關 係 ヲ檢 セル モ ノ ニ

シテ,異 リタル條 件 ノ下 ニ其 ノ 同一 個體 ニ於 ケル 移 動 状 態 ニ 就 キ檢 セル モ ノ少 シ.

予ハ同一材料ニ於ケル兩者 ハ分布状態 ニ就キ檢 セルノミナラズ,同 一個體 ノ正常時竝 ニ腹膜

炎罹患後ニ於 ケル兩者 ノ量竝ニ分布ニ就 キ檢索 シ,即 チ正常時竝 ニ疾患 ニ際 シテ,コ ノ兩者 ノ

移動状況 ヲ檢スル事ニヨリテ,コ ノ兩者間ノ因果關係 ヲ知悉セントセリ.

予 ノ行 ヘル 實驗 ニ於 テ 正常犬 正常 時肝 臟 ニ於 テハ何 レモ 多 量 ノ糖 原 質 ヲ有 スル モ,脂 肪 體 ハ

正 常時 ニ於 テ ハ肝 細 胞 中 ニハ少 量 又 ハ缺 如 ス.又 腹 膜 炎罹 患 後 ニ於 テハ 多數 例 ニ於 テ肝 細 胞 中

ニ糖 原質 ハ殆 ド認 メザル ニ拘 ラズ
,脂 肪 體 沈 着 ハ著 明 ナ リ.更 ニ コ ノ兩 者 ノ量 的 移 動 關係 ヲ檢

セ ン トシテ,正 常 時 及 ビ罹 患 後 ニ於 ケル 兩 者 ノ所 見 ヲ比 較 研 究 ス ル ニ,肝 「グ」ノ減 少 セル 全 例

31例 中25例 ニ於 テハ脂 肪 増量 セ リ.即 チ「グ」ト脂 肪 體(主 トシテ 中性 脂 肪 竝 ニ「リボ イ ド」)ハ

其 ノ量 ニ於 テ大體 相拮抗 シテ増 減 セ リ.然 レ共 第9, 16, 35, 24例 ニ於 ケ ル ガ如 ク術 前 正 常 時

ニ比 シ「グ」減 少著 シク
,特 ニ第9例 ニ於 テ ハ肝 細 胞 中 全 ク 「グ」ヲ證 明 セザ ル ニ到 リタ ル モ,脂

肪 體 ハ術 前 ニ比 シ著變 ナ ク,又 第13例 ニ於 ケル ガ如 ク 「グ」減 少ハ 著 シカ ラザ ル モ脂 肪 物 質増

量 ノ著 シキ モ ノア リ.故 ニ嚴 密 ナル 意 味 ニ於 テ ハ コ ノ兩 者 ハ量 的 ニ相 拮 抗 ス ト言 フ ヲ得 ザル モ
,

概 シテ カカル 傾 向 ヲ有 ス ル モ ノ ト云 フべ シ.

更 ニ コ ノ兩 者 ノ小葉 内分 布 ニ就 キ考 察 スル ニ,正 常 時 ニ於 テ ハ「グ」ハ主 トシテ 瀰 蔓 性 又 ハ 中

心 性 分 布 ヲ呈 セル ニ反 シ,脂 肪體 ハ主 トシテ瀰 蔓 性 又 ハ周 邊 性(一 部 間質 性)分 布 ヲ呈 シ
,又 急

性腹 膜 炎 罹 患 後 ニ於 テ ハ「グ」ノ小葉 内 分 布 ハ瀰 蔓性 又 ハ不 整 島嶼 状 又 ハ中 心 性 ニ シ テ
,脂 肪 體

ハ瀰 蔓性 又 ハ周邊 性 分 布 ヲ示 セ リ.即 チ小 葉 内 分布 ヨ リ考 察 ス ル モ,「 グ」ト脂 肪 體 ハ多 少 ノ例

外 ハ存 スル モ大 體 ニ於 テ相 反 的 關 係 ヲ有 ス ル モ ノ ト言 フ ベ シ.而 シテ「グ」ノ減 少,消 失 ヲ見 ル例

ニ於 テ モ脂 肪 體 増 量 ヲ 見 ザル カ或 ハ著 明 ナ ラザ ル例 ヨ リ考 察 ス ル
ニ,「 グ」減少 ハ脂 肪 體 増 量 ヨ

リ比 較 的 早期 ニ出 現 ス ル モ ノ ト言 フ ヲ得 べ シ.而 シテVirchow, Lipska-Mlodowska(1918)49)

其 ノ他 ノ唱 フル ガ如 ク,コ ノ量 的 拮 抗 ハ肝 細 胞 内 ニ 於 テハ 「グ 」ヨ リ脂 肪 體 ノ成 生 セ ラル ル 爲
ニ

起 リタ ル現 象 ナル ヤ否 ヤ ハ不 明 ナ ル モ,前 述 セル 如 ク,急 性 腹 膜 炎 ニ於 ケ ル肝 「グ」減 少
,脂 肪

體 増 量 ハ恐 ラ ク肝細 胞 變 性 ニ基 ク細 胞 機 能 障碍 ガ主 要 ナル役 目 ヲ 演 ゼル モ ノナ ル コ トハ 明 カナ

リ(第2報 參 照).

第8章　 總 括 竝 ニ 結 論

予ハ正常時竝ニ實驗的急性腹膜炎罹患前後ニ於ケル犬肝臟脂肪體 ハ組織學的檢索ヲ行ヒテ
,
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次 ノ如 キ成 績 ヲ得 タ リ.

1)正 常 犬 正 常 時肝 臟 ニ於 ケ ル 中性 脂 肪 ノ小 葉 内 分 布 ハ,瀰 蔓 性 分 布(36.4%)最 多 ク,間 質

性 分 布(33.3%),周 邊 性 分 布(18.2%)之 ニ次 ゲ リ.カ カル 中性 脂 肪 ハ粉 状 ヨ リ核 小體 大,球 状

ニ シ テ,肝 細 胞 内 ノ ミナ ラズ,星 芒 細 胞(63.6%).膽 管 上皮 細 胞,血 管 壁, Glisson氏 鞘 結 締

織 等 ニ證 明 セラ レ,尚 ホ毛 細 血管 中 遊 離 脂 肪 球 ヲ モ認 メタ リ.

2)正 常時肝臟 ニ於ケル 「リボイド」ハ顆粒状乃至滴状(核 小體 大)ニ シテ.小 葉内ニ於テハ

間質性分布(63.6%)最 多ク,瀰 蔓性 分布(24.2%)之 ニ次ゲ リ.星芒細胞ニ於テハ本物質ハ全例

中45.5%之 ヲ含有 シ,星 芒細胞ハ正常時 ニ於 テ中性脂肪竝ニ「リボ イド」代謝ニ關與スル事ヲ知

レ リ.

3)重 屈 折性 物 質(「 ヒ ヨ レス テ リ ン」 化 合物)ハ 正 常時 肝 臟 ニ於 テ ハ僅 ニ30.3%出 現 シ,

之 ガ小葉 内分 布 ハ極 メテ不 整,而 シ テ肝 細 胞 核,肝 細 胞原 形 質,星 芒 細 胞 ニ於 テ 之 ガ沈 着 ヲ

認 メタ リ,即 チ 「ヒ ヨ レス テ リン」 代 謝 ニハ星 芒 細 胞 ノ ミナ ラズ肝 細 胞 モ之 ニ關 興 スル モノ ナ

リ.

4)「 モル フ イン」麻 醉,開 腹,肝 小切 除 ノ如 キ 手術 的 操 作 後 ニ於 ケル肝 臟 ノ中性 脂 肪,「 リ

ボ イ ド」,「 ヒ ヨ レス テ リ ン」等 ニ ハ術 前 ニ比 シ著 變 ナ カ リキ.即 チ犬 ノ如 キ強 大 ナ ル實 驗 動 物

ニ於 テ ハ カカ ル 手術 的 操 作 ハ肝 臟 脂 肪 體 新陳 代謝 ニ著 明 ナ ル 影 響 ヲ與 ヘ ザ ル モ ノ ノ如 シ.

5)實 驗的急性腹膜炎犬肝臟 ニ於テハ中性脂肪ハ増量 シ(80.6%),脂 肪浸潤及 ビ脂肪變性 ヲ

呈 セリ.カ カル脂肪沈着ハ腹膜炎罹患後比較的長時間 ニシテ,慢 性 經過 ヲ取 リタルモノニ於テ

著明ナ リ.小 葉内分布ハ瀰蔓性型最多ク,周 邊性 分布之ニ次ギ,尚 ホ肝細胞 ノミナラズ,星 芒

細胞,膽 管上皮細胞,間 質竝 ニ膿瘍,毛 細血管内腔等 ニ認 メタリ.

6)實 驗的急性腹膜炎犬肝臟 ニ於テハ「リボ イド」モ一般ニ増量 シ,之 ガ沈着ハ肝細胞ノミナ

ラズ間質,星 芒細胞,膿 瘍,壞 死竃,毛 細 血管内等ニ見 ラル.一 般 ニ中性脂肪 ニ比 シ其ノ増加

ハ著明ナラザルモ,略 ボ之 ト相平行シテ増量 セ リ.

7)「 ヒ ヨ レス テ リ ン」ハ術 前 ニ比 シ著 變 ナ シ.

8)予 ノ實 驗 的急 性 腹 膜 炎 犬 肝 臟 ニ 於 ケ ル 肝 細 胞 内脂 肪 體 増 量 ノ原 因 ハ 主 トシテSteatosis

ニ求 ムベ ク,而 モ之 ガ重 要 ナ ル役 割 ヲ ナ ス ハ肝 細 胞變 性 ニ基 ク肝 機 能 障碍 ニ ヨルDegenerative

 Fettinfiltrationガ 主 ニ シテ,尚 ホ之 ニ變 性 前 期 ニ認 メラル ル細 胞 機 能 亢 進 ニ 基 クProgressive

 Fettinfiltrationガ 加 ハ リ,尚 ホ細 胞 外 原 因 タ ル 酸 化 障 碍,脂 肪 運 搬 等 ノ諸種 要 約 ノ合 併 ニ ヨ リ

發 生 セル 脂 肪 沈 着 ナ ラ ン ト信 ズ.

9)正 常時竝 ニ急性腹膜炎時 ニ於 ケル「グ リコゲー ン」ト脂肪 ノ移動状況ヲ檢 スルニ,コ ノ兩

者 ハ量竝 ニ分布状態 共ニ略 ボ相拮抗 シ密接ナル關係 ヲ有ス,且 「グ リコグー ン」減少ハ時間的ニ

脂肪増量 ニ先行ス.

10)實 驗的急性腹膜炎犬肝臟 ニ於テハ,脂 肪體新陳代謝機 能モ著 シク障碍セラレタ リト云フ
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ベ シ.
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附 圖 説 明

Fig. 1.犬 第21號 急 性 腹 膜 炎 罹 患後 肝 臟 中 性 脂

肪

弱 擴 大 ニ 於 テ,小 葉 内肝 細 胞 ハ球 状 脂 肪

滴 ニ被 ハ レテ 赤 染 シ,高 度 ノ脂 肪 變 性 ヲ

呈 ス.間 質 ニ ハ脂 肪 沈 着 僅少 ナ リ(「 ズ ダ

ン」III染 色, Zeiss, Ok. K7, Obj. 10,

 L1. 50cm)(原 圖1/4縮 小).

Fig. 2.同 上 強 擴 大

肝 細 胞 原 形 質 中 ニ ハ 多 數 ノ超 核 大 脂 肪 球

沈 着 シ,核 ノ全 ク被 ハ レ タ ルモ ノア リ.

「ズ ダ ン」III染 色 , Zeiss, Ok. K7, Obj.

 40, KL. 50cm)(原 圖1/4縮 小).

Fig. 3.犬 第32號 正 常 時 肝 臟 中 性 脂 肪

肝 細 胞 原 形質 中核 小 體 大以 下 ノ小 脂 肪 球

沈 着 ヲ認 ム(「ズ ダ ン」III染 色, Zeiss, Ok.

 10, Obj. 40, AL. 40cm)(原 圖1/4縮 小).

Fig. 4.同 上開 腹,肝 小 切 除 後48時 間 肝臟 中性 脂

肪

前 者 ニ 比 シ脂 肪 球 ノ増 量 ヲ認 メズ(「 ズ

ダ ン」III染 色, Zeiss, Ok. 10, Obj. 40,

 KL. 40cm)(原 圖1/4縮 小).

Fig. 5.犬 第15號 正常 時肝 臟 「リボ イ ド」

肝 細 胞,星 芒 細胞 共 ニ「リボ イ ド」ヲ認 メ

ズ(Ciaccio氏 染 色. Zeiss, Ok. 10. Obj.

 40, KL. 50cm)(原 圖1/4縮 小).

Fig. 6.同 急 性 腹 膜 炎 罹 患 後 肝 臟 「リボ イ ド」

肝 細 胞,星 芒 細 胞 中 ニ多 量 ノ滴 状 「リボ

イ ド」 球 ヲ認 ム.鬱 血 竝 ニ肝 細胞 萎 縮著

明(Ciuccio氏 染 色, Zeiss, Ok. 10, Obj

40, KL. 50cm)(原 圖1/4縮 小).
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Fig. 3. Fig. 4.

Fig. 5. Fig. 6.


